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養
老
町

室

原

の
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史

追
加

別
冊室

原

区



「
室
原
の
歴
史
」
追
加
別
冊
の
発
行
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
に
「
室
原
の
歴
史
」
を
当
区
か
ら
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
著
者
の
安
福
彦
七
氏
は
、
た
え
ず
室
原

の
歴
史
資
料
に
関
心
を
も
た
れ
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
注
意
深
く
さ
れ
て
、
よ
き
資
料
を
沢
山
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

「
室
原
の
歴
史
」
の
追
加
別
冊
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

前
に
「
室
原
の
歴
史
」
を
区
で
発
行
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
関
係
で
区
の
続
刊
発
行
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
著
者
か
ら
一
切
寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
御
好
意
を
有
難
た
く
思
い
区
長
会
で
相
談
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
御
本
人
の
御
意
志
を
尊
重
し
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
区
民
の
方
々
に
、
こ
の
由
を
お
伝
え
し
、
戸
々
へ
一
部
ず
つ
配
布
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。
御
愛
読
の
上
、
末

長
く
保
存
し
、
子
孫
に
お
残
し
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
四
月
吉
日

室

原

区

長

会

長

青

木

忠

三



「
室
原
の
歴
史
」
の
追
加
別
冊
を
発
行
さ
れ
る
に
当
っ
て

昭
和
四
十
九
年
に
「
室
原
の
歴
史
」
を
区
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
史
料
に
つ
い
て
、
他
の

方
面
例
え
ば
、
歴
史
書
と
か
、
小
説
或
は
村
外
の
古
文
書
等
各
方
面
に
注
意
深
く
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

よ
き
史
料
を
沢
山
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
に
秘
蔵
し
て
い
て
は
、
室
原
の
方
々
の
た
め
に
な
ら
ぬ

と
思
い
ま
し
て
、
「
室
原
の
歴
史
」
の
追
加
別
冊
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日

著

者

安

福

彦

七
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史
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一
、
大
谷
川
の
改
修
は
室
原
と
そ
の
附
近
の
治
水
に
重
大

な
影
響
を
与
え
た

「
室
原
の
歴
史
」
一
二
〇
頁

「
三
、
十
六
村
築
き
立
て
の
新
堤
破
壊
事
件
」
の
追
加
史
料

嘉
永
二
年
、
十
六
村
の
築
き
立
て
中
の
新
堤
破
壊
事
件
は
、
遂
に
江
戸
表
沙
汰
と
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
幸
い
史

料
が
あ
っ
た
の
で
、
事
件
の
発
生
と
経
過
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
事
件
の
遠
因
や
そ

の
後
の
経
過
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
幸
い
今
度
、
宝
永
年
間
以
後
の
大
谷
川
の
改
修
と
、
そ
の
川
下
の
室
原
を
含
む
村
々

の
反
対
論
争
等
の
メ
モ
や
お
上
へ
の
提
出
書
類
の
控
が
見
つ
か
り
、
嘉
永
二
年
の
十
六
村
築
き
立
て
中
の
新
堤
破
壊
事
件

の
遠
因
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

大
谷
川
沿
い
の
村
々
は
、
左
岸
と
右
岸
、
川
の
上
と
下
の
改
修
工
事
を
計
画
す
る
度
に
互
に
利
害
が
相
反
し
、
お
上
へ

村
々
が
集
団
で
反
対
理
由
書
を
提
出
し
た
り
、
或
は
請
願
す
る
等
を
長
年
に
渡
っ
て
繰
返
し
、
室
原
は
い
つ
も
川
下
の
村

々
に
加
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
嘉
永
二
年
の
十
六
村
新
堤
破
壊
事
件
は
偶
然
に
起
っ
た
事
で
な
い
こ
と
が
今
度
の

資
料
に
よ
っ
て
よ
く
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
史
料
を
追
加
し
て
、
読
者
の
理
解
を
一
層
深
か
め
る
こ
と
に
し
た
。



二

こ
の
水
論
の
古
文
書
は
、
宝
永
年
間
か
ら
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
約
二
七
○
年
間
で
あ
る
。
現
代
に
な
っ
て
、
国
や
県
、

市
・
町
が
治
水
に
力
を
注
ぎ
、
相
川
（
現
養
老
橋
よ
り
下
は
祖
父
江
ま
で
。
室
原
で
は
昔
段
海
川
と
呼
ん
だ
。
）
や
泥
川

の
堤
防
が
補
強
さ
れ
て
、
大
谷
川
の
改
修
が
室
原
に
及
す
影
響
は
次
第
に
少
く
な
っ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
実
に
重

大
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
史
料
（
古
文
書
）
に
よ
っ
て
よ
く
わ
か
る
。

さ
て
、
そ
の
大
谷
川
と
云
う
川
は
、
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
川
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
前
の
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の

絵
図
に
よ
っ
て
よ
く
わ
か
る
が
、
ざ
っ
と
説
明
し
て
お
こ
う
。
ま
づ
上
流
で
あ
る
が
、
源
を
青
墓
に
発
し
矢
道
・
長
松
・

十
六
・
綾
野
を
経
て
、
現
養
老
橋
附
近
で
相
川
と
合
流
し
段
海
川
（
古
名
）
と
な
る
。
こ
の
川
は
長
松
附
近
か
ら
下
へ
約

一
粁
の
間
を
百
曲
り
と
称
し
大
腸
の
よ
う
に
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
川
は
流
域
が
広
く
二
五
、
六
七
五
k
㎡

も
あ
り
、
水
量
多
く
よ
く
氾
濫
し
て
、
百
曲
り
は
特
に
危
険
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
夫
々
の
輪
中
を
守
る
た
め
に

川
の
堤
の
改
修
工
事
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
左
岸
を
補
強
す
る
と
右
岸
が
危
険
と
な
る
。
右
岸
を
補
強
す
れ
ば
左

岸
が
あ
ぶ
な
く
な
る
。
又
上
流
と
下
流
も
同
じ
関
係
で
、
上
流
の
改
修
が
、
下
流
で
相
川
や
泥
川
の
排
水
を
悪
く
し
て
危

険
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
村
々
が
利
害
相
反
し
、
お
上
も
何
れ
の
村
に
も
言
い
分
が
あ
っ
て
、
一
方
に
偏
す
る
こ
と
が
出

来
ず
遂
に
処
置
に
こ
ま
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
し
て
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
次
に
宝
永
年
間
か
ら
の
論
争

に
つ
い
て
古
文
書
の
順
に
列
記
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
し
よ
う
。

備
考
〇
次
の
項
目
中
、
（
6
）
・
（
1
4
）
・
（
1
5
）
・
（
1
9
）
・
（
2
0
）
・
（
2
1
）
・
（
2
2
）
・
（
2
3
）
・
（
2
4
）
・
（
2
5
）
・
（
2
6
）
は
昭
和
五
十
二
年
二
月
十
日
大
垣
輪
中

展
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
他
の
項
目
は
、
史
料
添
付
。



○
泥
川
（
北
浦
川
と
記
し
た
も
の
や
当
字
で
木
虎
川
と
書
い
た
絵
図
あ
り
）
流
域
一
二
、
七
五
〇
k
㎡

（
1
）
宝
永
年
間
（

一
七
〇
四

一
七
一
〇

）
大
谷
川
百
曲
り
御
直
し
請
願
（
中
曽
根
・
塩
田
・
徳
光
・
久
徳
・
桧
）
不
成
功

反
対
（
荒
川
・
嶋
・
十
六
・
綾
野
・
栗
原
・
室
原
）

（
2
）
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
大
谷
川
百
曲
り
御
直
し
を
多
良
・
笠
松
へ
請
願
（
右
の
五
か
村
）

反
対
（
右
の
六
か
村
）

（
3
）
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
大
谷
川
百
曲
御
直
し
を
（
江
戸
よ
り
の
水
行
視
察
役
人
に
請
願
（
長
松
・
矢
道
・
荒
尾
）

反
対
（
（
1
）
の
六
か
村
）

（
4
）
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
（
1
）
の
五
か
村
は
、
大
谷
川
東
側
に
新
堤
築
き
切
り
願
い
（
中
曽
根
地
内
に
六
二
〇
間
古
形

分
修
覆
仰
付
故
、
綾
野
西
堤
ま
で
九
〇
間
新
堤
築
き
切
も
認
め
る
よ
う
）
多
良
・
笠
松
御

立
会
の
御
見
分
を
願
う
。

反
対
（
荒
川
・
十
六
・
嶋
・
綾
野
・
室
原
・
栗
原
外
川
下
の
村
々
）

（
5
）
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
水
行
御
見
分
の
代
官
吉
田
久
左
エ
門
様
に
（
1
）
の
五
か
村
は
新
堤
築
き
切
り
と
、
百
曲
り
直

し
を
再
三
願
い
出
し
た
た
め
、
高
さ
四
尺
の
試
み
普
請
を
許
さ
れ
る
が
、
荒
川
・
十
六
・

綾
野
は
絶
対
に
賛
成
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。

（
6
）
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
大
谷
川
逆
水
留
〆
切
請
願
書
（
十
六
村
外
）

新
規
水
除
囲
堤
願
出
（
多
芸
輪
中
・
今
村
輪
中
が
反
対
）



（
7
）
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
（
1
）
の
五
か
村
の
外
長
松
・
荒
尾
・
荒
川
・
十
六
村
計
九
か
村
は
江
戸
表
へ
大
谷
川
逆
水
留

新
堤
〆
切
普
請
請
願
。

反
対
障
り
村
五
六
か
村
（
尾
州
領
・
高
須
領
・
大
垣
領
の
村
々
）
。
逆
水
留
新
規
の
普

請
は
取
止
め
と
な
る
。

（
8
）
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
御
載
許
場
所
十
六
村
は
相
川
の
内
泥
川
通
り
二
百
間
新
堤
築
懸
け
、
中
曽
祢
・
荒
川
よ
り

は
大
谷
川
通
り
左
右
作
場
道
の
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
置
土
い
た
し
た
故
、
尾
州
領
障
り
村

々
よ
り
名
古
屋
表
へ
御
達
せ
ら
れ
、
十
六
村
は
尾
州
役
人
来
村
さ
れ
、
も
と
の
如
く
取
払

い
仰
せ
ら
る
。
中
曽
根
・
荒
川
は
取
り
払
わ
づ
故
、
大
垣
御
領
御
役
所
へ
障
り
十
八
か
村

よ
り
願
書
を
出
し
た
が
、
古
形
証
処
申
立
て
た
の
で
、
ら
ち
あ
か
ず
故
又
、
笠
松
役
所
へ

願
書
を
出
し
た
。
併
し
、
栗
原
・
室
原
・
綾
野
は
大
垣
御
預
り
所
の
事
、
故
遠
慮
見
合
せ

る
、

（
9
）
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
中
根
曽
地
内
右
論
中
の
場
所
に
二
百
間
余
に
夜
中
に
新
土
を
置
く
、
た
め
に
当
村
始
め
障

り
十
八
か
村
は
早
速
笠
松
役
所
へ
達
す
、
係
り
が
現
地
見
分
し
置
土
を
叱
る
。
と
こ
ろ
が

中
曽
根
・
荒
川
は
、
古
地
図
に
て
申
立
て
、
互
に
主
張
し
て
、
す
っ
き
り
し
た
解
決
は
で

き
な
い
ま
ま
と
な
る
。

（
1
0
）
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
ま
た
も
中
曽
根
村
は
無
理
に
堤
を
補
強
し
た
の
で
障
り
村
よ
り
笠
松
に
知
ら
せ
、
取
払
い



を
再
願
い
し
た
が
、
処
置
も
な
か
っ
た
。

（
1
1
）
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
桧
・
久
徳
・
塩
田
・
荒
川
・
中
曽
根
・
徳
光
・
長
松
の
七
か
村
よ
り
大
谷
川
曲
り
を
直
し

両
側
築
き
廻
し
新
堤
に
つ
い
て
、
障
り
十
八
か
村
の
外
飯
積
・
直
江
・
金
屋
も
加
わ
り
計

二
十
一
か
村
で
反
対
し
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
。

（
1
2
）
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
右
論
中
の
場
所
を
中
曽
根
・
荒
川
村
が
無
理
に
築
き
上
げ
た
の
で
障
り
村
よ
り
笠
松
へ
知

ら
せ
る
が
、
ら
ち
あ
か
ず
、
同
七
年
笠
松
へ
障
り
十
八
か
村
が
反
対
を
願
う
が
そ
の
ま
ま
。

（
1
3
）
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
大
谷
川
・
相
川
普
請
（
九
か
村
）
、
表
佐
・
栗
原
・
室
原
・
綾
野
の
四
か
村
障
り
を
申
出

る
。

（
1
4
）
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
十
六
村
相
川
堤
修
築
、
大
垣
輪
中
反
対
（
旧
状
に
修
覆
）

（
1
5
）
文
政
二
年
（
一
八
二
九
）
大
谷
川
逆
水
留
囲
堤
築
造
願
（
十
六
村
）
、
多
芸
輪
中
・
今
村
輪
中
反
対
し
た
。

（
1
6
）
文
政
五
年
（
一
八
三
二
）
大
谷
川
新
除
の
築
き
廻
し
を
大
谷
川
添
い
九
か
村
が
行
う
た
め
、
川
下
二
一
か
村
が
反
対
し

笠
松
役
所
へ
請
願
す
。
室
原
も
こ
れ
に
加
わ
り
、
綾
野
・
表
佐
・
栗
原
・
直
江
と
共
に
大

垣
御
預
御
役
所
へ
添
翰
の
願
い
書
も
差
出
し
て
い
る
。

（
1
7
）
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
六
村
は
無
願
で
大
谷
川
に
新
規
水
除
堤
築
き
立
る
。
障
り
村
々
（
綾
野
・
室
原
・
表
佐

・
栗
原
・
大
坪
其
他
反
対
す
。
十
六
村
は
、
水
除
堤
で
な
く
重
田
畑
と
ご
ま
か
し
、
言
を

左
右
に
し
障
り
村
と
の
代
表
者
と
話
合
い
つ
か
ず
、
傷
害
事
件
と
な
り
江
戸
表
の
裁
判
と
な



る
。
（
室
原
史
一
二
〇
頁
に
詳
説
）

（
1
8
）
文
久
元
年
（
一
八
）
輪
中
関
係
の
村
々
は
自
分
勝
手
な
事
を
し
な
い
で
、
よ
く
話
合
っ
て
解
決
を
し
て
ゆ
く
申

合
せ
を
し
て
証
文
を
取
り
か
わ
す
。
二
八
村
（
大
谷
川
関
係
村
、
室
原
も
加
わ
る
）
署
名
。

（
1
9
）
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
六
輪
中
の
成
立
、
十
六
村
へ
の
立
入
人
（
下
真
桑
村
・
川
西
村
・
綾
里
村
）

（
2
0
）
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
六
村
は
、
障
り
村
（
室
原
・
蛇
持
・
飯
積
・
祖
父
江
）
と
水
諭
し
定
杭
約
定
納
得
金
出

す
。

（
2
1
）
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
定
杭
を
め
ぐ
る
水
論
（
十
六
輪
中
と
そ
の
周
辺
輪
中
）

（
2
2
）
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
表
佐
・
栗
原
両
村
よ
り
十
六
輪
中
に
対
し
て
差
障
一
件
。

（
2
3
）
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
定
杭
を
め
ぐ
る
水
論
（
定
杭
約
定
、
納
得
金
約
定
を
十
六
輪
中
よ
り
綾
里
輪
中
へ
差
出
）

（
2
4
）
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
静
里
輪
中
と
十
六
輪
中
と
の
水
論

（
2
5
）
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
木
曽
川
支
派
川
国
庫
補
助
に
関
す
る
陳
情
。

（
2
6
）
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
河
川
改
修
並
び
に
農
地
開
発
に
関
す
る
請
願
書
（
大
谷
川
右
岸
堤
の
築
堤
と
溢
流
堤
）



〔
史
料
一
〕

乍
恐
以
書
付
御
願
奉
上
候

御
料
不
破
郡
桧
村
・
久
徳
村
・
塩
田
村
・
荒
川
村
・
尾
州

御
領
十
六
村
・
笠
毛
村
・
大
垣
御
領
分
長
松
村
・
中
曽
根

村
・
徳
光
村
・
右
九
ケ
村
之
儀
ハ
元
来
高
地
ノ
場
所
ニ
御

座
候
故
、
往
古
ヨ
リ
水
除
囲
堤
等
一
切
無
御
座
候
処
、
宝

永
年
中
以
来
右
九
ケ
村
ヨ
リ
大
谷
川
百
曲
リ
直
シ
方
并
新

堤
築
廻
シ
度
段
数
度
御
願
申
上
候
処
、
追
々
御
見
分
等
モ

御
座
候
得
共
左
候
而
ハ
御
料
九
ケ
村
・
尾
州
御
領
拾
貮
ケ

村
、
亡
所
同
様
ニ
相
成
候
付
其
段
御
断
申
上
御
取
綺
無
御

座
候
、
然
ル
処
安
永
二
巳
年
右
九
ケ
村
ヨ
リ
大
谷
川
西
側

并
十
六
村
地
内
新
堤
築
廻
并
シ
牧
田
川
逆
水
留
門
樋
等
、

江
戸
表
江
御
願
申
上
為
御
見
分
御
普
請
役
様
方
御
越
被
成

川
添
村
御
吟
味
御
座
候
処
、
右
御
料
御
私
領
都
合
貮
拾
壱

ケ
村
ヨ
リ
差
障
之
段
御
達
シ
申
上
候
処
、
場
所
御
見
分
之

上
長
間
水
盛
被
成
久
徳
村
御
旅
宿
江
追
々
被
召
出
一
村
限

御
糺
明
被
為
遂
候
ニ
付
村
々
差
障
難
渋
之
趣
意
逐
一
申
上

候
処
、
左
候
ハ
バ
高
四
尺
之
逆
水
留
御
普
請
可
被
仰
付
旨

弥
差
障
ニ
相
成
候
ハ
バ
御
取
払
可
被
仰
付
旨
厳
重
之
御
吟

味
被
候
付
候
、
得
共
右
九
ケ
村
之
義
ハ
高
地
之
場
ニ
御
座

候
故
、
聊
之
義
ニ
而
モ
川
下
村
々
差
障
ニ
相
成
候
段
御
断

申
上
其
段
口
書
御
取
被
成
御
引
取
之
上
翌
午
年
双
方
御
召

下
シ
ニ
相
成
於
御
奉
行
所
段
々
御
吟
味
被
為
遂
候
処
、
差

障
村
々
ヨ
リ
申
立
候
、
趣
意
相
立
候
上
ハ
新
堤
逆
水
留
難

被
仰
付
旨
一
同
被
召
出
裁
許
被
仰
渡
候
、
然
ル
処
安
永
五

申
年
右
御
裁
許
之
場
所
大
谷
川
両
側
作
場
道
荒
川
村
・
中

曽
根
村
ヨ
リ
利
不
盡
二
所
々
置
土
致
シ
十
六
村
地
内
ニ
モ

泥
川
通
貮
百
間
程
利
不
盡
ニ
新
除
築
懸
候
ニ
付
差
障
之
趣

意
御
願
申
上
候
、
所
御
筋
リ
ヨ
リ
御
取
払
被
仰
付
候
、
然

ル
ニ
又
候
、
安
永
九
子
年
・
天
明
四
辰
年
、
中
曽
根
村
ヨ

リ
両
度
利
不
盡
ニ
新
土
置
其
度
ニ
御
達
申
上
御
見
分
置
土



之
場
所
寸
間
等
御
改
被
成
下
追
々
御
吟
味
披
成
下
置
候
、

得
共
被
是
申
取
払
不
申
候
ニ
付
天
明
五
巳
年
二
至
リ
障
方

村
村
一
同
出
府
仕
御
願
申
上
候
筈
ニ
、
一
決
仕
其
段
御
達

申
上
候
処
、
尾
州
・
勢
州
・
濃
州
一
同
水
行
直
シ
方
御
願

相
催
寛
政
三
亥
年
五
月
其
筋
々
惣
代
之
者
共
出
府
仕
候
ニ

付
海
口
ヨ
リ
順
々
油
嶋
〆
切
高
須
新
川
・
大
谷
川
新
堤
、

尚
又
一
同
惣
代
ヲ
以
御
願
申
上
候
処
、
其
後
江
戸
表
ヨ
リ

両
度
御
見
分
被
成
下
置
惣
代
ノ
者
共
モ
不
怠
出
府
仕
御
願

申
上
候
、
得
共
水
行
直
シ
方
之
義
ハ
大
違
之
願
ニ
付
御
願

申
上
候
度
毎
ニ
時
節
相
待
様
ニ
ト
被
仰
聞
迷
惑
仕
候
、
右

様
大
谷
川
通
掛
廻
除
堤
之
儀
モ
川
下
ヨ
リ
順
々
願
通
被
仰

付
候
ハ
バ
水
損
助
合
エ
タ
メ
無
拠
一
同
仕
候
、
得
共
若
大

谷
川
附
願
場
所
計
被
仰
候
ハ
バ
川
下
村
々
可
及
退
転
程
々

之
儀
故
大
谷
川
添
九
ケ
町
村
ヨ
リ
川
下
御
普
請
不
被
仰
付

候
以
外
ハ
聊
之
願
等
モ
不
仕
タ
ト
ヒ
大
谷
川
通
計
リ
被
仰

付
ト
モ
御
断
可
申
上
ト
の
証
文
モ
請
取
之
所
持
仕
候
、
然

ル
処
此
度
右
九
ケ
村
之
内
塩
田
村
・
久
徳
村
・
桧
村
・
荒

川
村
・
右
四
ケ
村
ヨ
リ
綾
野
村
・
室
原
村
エ
罷
越
申
聞
候

ハ
大
谷
川
新
除
築
廻
シ
之
儀
ハ
先
年
ヨ
リ
御
障
リ
場
所
ニ

候
、
得
共
私
共
村
々
年
水
損
相
重
ミ
難
渋
致
候
、
間
勘
弁

ヲ
以
少
水
除
築
立
サ
セ
呉
候
、
様
相
願
申
候
ニ
付
往
古
ヨ

リ
差
障
村
々
打
寄
右
之
趣
噺
合
仕
候
処
、
障
貮
拾
壱
ケ
村

之
儀
ハ
前
顕
奉
申
上
候
、
通
聊
之
儀
而
モ
実
々
差
障
之
場

所
ニ
御
座
候
得
バ
此
後
様
相
願
候
共
障
亦
壱
ケ
村
ヨ
リ

モ
身
命
ニ
懸
、
何
方
迄
モ
差
障
御
願
申
上
候
、
外
無
御
座

勿
論
此
上
利
不
盡
等
仕
候
得
共
最
早
亦
壱
ケ
村
百
姓
一
同

罷
出
取
払
候
外
無
御
座
候
、
左
様
相
成
テ
ハ
御
上
様
エ
奉

出
入
且
入
組
候
而
ハ
困
窮
之
村
々
諸
入
用
相
掛
難
儀
至
極

御
座
候
ニ
付
不
奉
願
出
ヲ
モ
往
古
ヨ
リ
入
組
ノ
始
末
荒
増

書
取
奉
願
上
此
段
賢
察
被
成
下
置
願
方
九
ケ
村
ヨ
リ
新
除

之
儀
当
御
役
所
ヘ
御
願
ニ
罷
出
候
ハ
バ
何
卒
御
慈
悲
ヲ
以

難
行
届
御
願
等
一
切
差
止
メ
候
様
厳
重
被
仰
付
被
下
置
候



様
村
々
一
同
奉
願
上
候
。

多
羅
尾
靭
負
支
配
所

濃
州
多
芸
郡
祖
父
江
村

庄

屋

彦

兵

衛

印

文
政
五
午
年
三
月
同
断

同

州

同

郡

大

坪

村

〃

太

兵

衛

印

同
断

同

州

同

郡

飯

積

村

〃

大

次

郎

印

同
断

同

州

同

郡

金

屋

村

〃

伊

十

郎

酎

戸
田
采
女
正
御
預
所

同

州

不

破

郡

綾

野

村

〃

元

右

エ

門

印

同
断

同

州

同

郡

表

佐

村

〃

和

三

郎

印

同
断

同

州

同

郡

栗

原

村

〃

作

次

郎

印

同
断

同

州

同

郡

室

原

村

〃

太

一

印

同
断

同

州

多

芸

郡

直

江

村

〃

市

左

衛

門

印

尾
州
御
領

同

州

同

郡

飯

田

村

〃

安

福

佐

五

兵

衛

同
断



同

州

同

郡

蛇

持

村

〃

日

比

元

右

エ

門

同
断

同

州

同

郡

江

月

村

〃

日

比

磯

吉

印

同
断

同

州

同

郡

烏

江

村

〃

佐

藤

宇

内

印

同
断

同

州

同

郡

栗

笠

村

〃

佐

藤

宇

内

印

同
断

同

州

同

郡

船

附

村

〃

安

田

弥

兵

衛

同
断

同

州

同

郡

大

野

村

〃

渋

谷

理

兵

衛

同
断

同

州

同

郡

横

曽

根

村

〃

三

四

郎

印

同
断

同

州

同

郡

下

笠

村

〃

田

中

常

三

郎

印

同
断

同

州

同

郡

西

岩

道

村

〃

栗

田

喜

三

郎

印

同
断

同

州

同

郡

口

ケ

嶋

村

〃

和

右

エ

門

印

同
断

笠

松

堤

方

同

州

安

八

郡

大

牧

村

御

役

所

〃

庄

作

印



（
左
通
大
垣
へ
添
翰
願
之
奥
書
）

右
大
谷
川
通
新
除
築
立
差
障
之
儀
御
料
御
私
領
亦
壱
ケ
村

往
古
ヨ
リ
実
意
差
障
之
場
所
ニ
御
座
候
ニ
付
前
書
通
笠
松

堤

方

御

役

所

エ

御

願

申

上

度

奉

当

御

役

所

様
ヨ
リ
笠
松
御
役
所
エ
御
添
翰
被
成
下
置
前
文
之
趣
、
恐

被
為
遊
御
差
含
、
御
手
厚
被
為
仰
被
下
置
候
様
幾
重
ニ
モ

奉
願
上
候
尤
組
合
外
村
々
ノ
儀
モ
御
支
配
所
並
御
領
主
ヘ

御
添
翰
御
願
奉
申
上
候
間
私
共
五
ケ
村
之
儀
モ
御
慈
悲
ヲ

以
右
願
之
通
御
聞
済
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
。

不
破
郡
綾
野
村

庄

屋

八

之

丞

年

寄

伝

次

百

姓

代

久

右

エ

門

午

同

郡

室

原

村

三

月

庄

屋

太

一

年

寄

兵

右

エ

門

百

姓

代

冶

左

衛

門

同
郡
表
佐
村

庄

屋

和

三

郎

年

寄

五

郎

右

エ

門

百

姓

代

常

次

同
郡
栗
原
村

庄

屋

作

次

郎

年

寄

助

左

衛

門

百
姓
代
九
郎
右
エ
門

多
芸
郡
直
江
村

庄

屋

市

左

エ

門

年

寄

辰

右

エ

門

百

姓

代

弥

右

エ

門

大
垣御

預
御
役
所



〔
史
料
二
〕

大
谷
川
障
一
件
但
書
類
数
多
有
之

宝
永
年
中
ニ
桧
村
中
曽
称
村
・
塩
田
村
・
徳
光
村
・
久
徳

村
ヨ
リ
初
テ
大
谷
川
通
百
曲
リ
ヲ
御
直
シ
披
下
候
様
願

有
之
候
処
、
荒
川
村
・
嶋
村
・
十
六
村
・
綾
野
村
・
栗

原
村
・
室
原
村
差
障
之
段
申
立
候
ニ
付
取
綺
無
御
座
候
。

寛
保
元
酉
年
又
々
右
五
ケ
村
ヨ
リ
大
谷
川
百
曲
リ
ヲ
御
直

シ
被
下
候
様
多
良
笠
松
御
役
所
ヘ
相
願
候
ヘ
共
右
六
ケ

村
差
障
候
ニ
付
御
取
綺
無
御
座
候
。
（
文
政
六
年
マ
デ

八
二
年
）

宝
暦
三
酉
九
月
水
行
為
御
見
分
江
戸
御
役
人
様
御
越
被
成

候
、
節
長
松
矢
道
荒
尾
三
ケ
村
ヨ
リ
大
谷
川
百
曲
御
直

シ
被
下
候
様
相
願
候
得
共
右
六
ケ
村
差
障
リ
ニ
付
御
取

綺
無
御
座
候
。
（
文
政
六
年
末
迄
七
十
六
年
）

宝
暦
三
酉
年
五
片
桧
村
・
久
徳
村
・
塩
田
村
・
徳
光
村
・

中
曽
根
村
、
右
五
ケ
村
ヨ
リ
大
谷
川
東
側
ニ
新
堤
築
切

願
相
企
荒
川
前
ヨ
リ
大
谷
川
東
側
中
曽
根
村
地
内
ニ
長

六
百
貮
拾
間
古
形
之
分
御
修
覆
被
仰
付
右
築
拾
之
所
ヨ

リ
綾
野
村
西
堤
迄
長
九
拾
間
新
堤
築
切
被
仰
付
被
下
候

様
相
願
多
良
笠
松
御
立
会
ニ
而
御
見
分
御
座
候
処
、
荒

川
・
十
六
嶋
、
綾
野
・
室
原
・
栗
原
始
メ
川
下
モ
村
々

差
障
之
段
以
書
付
御
断
申
上
候
処
、
同
四
戌
年
二
月
水

行
有
御
見
分
御
代
官
吉
田
久
左
衛
門
様
御
越
披
成
候
ニ

付
尚
又
右
五
ケ
村
ヨ
リ
新
堤
築
切
併
大
谷
川
百
曲
り
ヲ

御
直
シ
被
下
候
様
再
三
願
書
差
出
シ
候
ニ
付
御
見
分
有

之
御
普
請
役
橋
爪
善
兵
衛
様
長
間
水
盛
被
成
段
之
御
吟

味
之
上
高
四
尺
之
御
試
御
普
請
可
被
仰
付
旨
厳
敷
御
吟

味
被
仰
渡
無
拠
外
村
々
其
御
請
印
イ
タ
シ
候
得
共
荒
川

・
十
六
・
綾
野
・
三
ケ
村
之
儀
ハ
少
分
之
儀
ニ
而
モ
差

障
リ
ニ
付
御
請
印
不
致
段
々
御
吟
味
之
上
葭
ケ
須
村
御

旅
宿
ヘ
御
呼
出
シ
御
普
請
役
野
沢
順
蔵
様
御
掛
ニ
而
昼



過
ヨ
リ
其
夜
五
ツ
時
迄
支
度
モ
不
破
、
仰
付
厳
敷
御
吟

味
御
座
候
得
共
何
分
御
請
不
申
候
ニ
付
従
公
義
押
而
披

仰
付
候
而
モ
御
請
不
申
哉
ト
手
詰
之
御
吟
味
ニ
相
成
三

ケ
村
共
御
答
難
相
成
良
久
敷
無
言
ニ
而
罷
在
候
処
、
奥

之
間
ヨ
リ
吉
田
久
左
衛
門
様
被
仰
聞
候
バ
従
公
義
押
而

披
仰
付
候
儀
何
ト
違
背
可
相
成
哉
押
而
仰
付
候
儀
ハ
是

非
も
無
之
候
得
共
差
障
之
趣
意
ハ
何
方
迄
モ
願
上
候
儀

ニ
候
哉
ト
被
仰
候
ニ
付
其
御
言
葉
ニ
随
ヒ
成
程
押
而
被

仰
付
候
儀
ハ
是
非
ニ
不
及
候
得
共
差
障
之
儀
ハ
何
方
迄

御
願
申
上
候
段
申
上
候
処
、
其
趣
御
提
礼
披
成
三
ケ
村

印
形
御
取
江
戸
表
エ
御
引
取
披
成
候
ニ
付
決
而
御
普
請

不
被
仰
付
候
由
其
節
庄
屋
元
右
エ
門
同
役
兵
右
工
門
・

治
左
衛
門
時
代
也
。

安
永
二
己
年
塩
田
久
徳
桧
徳
光
中
曽
根
五
ケ
村
之
外
長
松

・
荒
川
・
荒
尾
・
十
六
相
加
リ
都
合
九
ケ
村
江
戸
表
ヘ

罷
下
リ
大
谷
川
逆
水
留
新
堤
〆
切
御
普
請
願
上
候
ニ
付

為
御
見
分
御
普
請
役
倉
橋
定
右
衛
様
・
湯
川
万
兵
衛
様

・
御
越
被
成
久
徳
村
仲
右
エ
門
方
御
旅
宿
ニ
而
場
所
御

見
分
長
間
水
盛
披
成
候
処
、
御
領
尾
州
・
御
領
高
須
・

御
領
大
垣
、
御
領
都
合
五
拾
六
ケ
村
差
障
リ
候
ニ
付
追

テ
久
徳
村
へ
御
呼
出
シ
壱
ケ
村
限
御
吟
味
之
上
高
四
尺

之
逆
水
留
御
試
御
普
請
可
被
仰
付
旨
弥
差
障
候
ハ
バ
御

取
払
可
被
仰
付
旨
勿
論
高
四
尺
之
儀
ハ
宝
暦
年
中
多
分

請
印
モ
相
済
候
段
厳
敷
御
吟
味
ニ
付
右
五
拾
六
ケ
村
之

内
三
拾
八
ケ
村
ハ
御
請
印
イ
タ
シ
候
得
共
当
村
始
メ
御

料
六
ケ
村
・
尾
州
御
領
拾
貮
ケ
村
、
都
合
拾
八
ケ
村
ハ

少
分
之
儀
ニ
而
モ
差
障
リ
之
段
強
而
申
立
銘
々
口
書
御

取
江
戸
表
エ
御
引
取
被
成
願
九
ケ
村
モ
無
程
罷
下
願
上

候
ニ
付
翌
午
十
月
障
り
拾
八
ケ
村
江
戸
表
エ
御
呼
下
於

御
奉
行
所
段
御
吟
味
御
座
候
処
、
下
拾
八
ケ
村
ヨ
リ
差

障
リ
候
上
八
新
規
逆
水
留
難
被
仰
付
旨
双
方
一
同
披
召

出
御
載
許
被
仰
渡
候
。
（
文
政
六
年
迄
五
十
六
年
）



安
永
五
年
申
年
春
右
御
載
許
場
所
十
六
村
ハ
相
川
之
内
泥

川
通
長
貮
百
間
新
堤
築
懸
ケ
中
曽
祢
荒
川
ヨ
リ
ハ
大
谷

川
通
左
右
作
場
道
所
々
置
土
イ
タ
シ
除
形
土
取
扱
候
故

尾
州
御
領
障
リ
村
々
ヨ
リ
名
古
屋
表
ヘ
御
達
シ
被
申
十

六
村
ハ
尾
州
御
役
人
様
御
越
御
付
添
如
本
取
払
被
仰
付

中
曽
根
・
荒
川
及
対
談
候
得
共
取
払
不
申
候
故
大
垣
御

領
御
役
所
ヘ
障
十
八
ケ
村
ヨ
リ
願
書
差
出
シ
御
吟
味
御

座
候
処
、
古
形
証
拠
申
立
候
ニ
付
御
取
綺
難
被
成
段
被

仰
渡
候
故
尚
又
笠
松
御
役
所
ヘ
願
書
差
出
シ
候
共
尤
栗

原
・
室
原
・
綾
野
ハ
大
垣
御
預
所
の
事
ニ
テ
其
節
遠
慮

之
筋
有
之
ニ
付
笠
松
ヘ
罷
出
不
申
暫
相
見
合
セ
居
申
候

事
。
（
文
政
六
年
迄
四
十
八
年
）

安
永
九
年
子
春
中
曽
根
地
内
右
論
中
ノ
場
所
九
貮
百
間
余

夜
中
に
明
松
ニ
テ
新
土
置
重
候
ニ
付
当
村
始
障
十
八
ケ

村
ヨ
リ
早
速
笠
松
御
役
所
ヘ
相
達
し
候
処
、
堤
方
棚
橋

辰
右
エ
門
殿
・
田
中
源
治
殿
懸
リ
ニ
テ
場
所
御
見
分
中

曽
根
併
障
十
八
ケ
村
不
残
罷
出
置
土
之
場
所
寸
間
中
曽

根
村
夜
中
築
立
候
段
不
将
之
旨
御
叱
夫
ヨ
リ
笠
松
表
ニ

而
御
吟
味
有
之
候
処
、
中
曽
根
・
荒
川
ヨ
リ
ハ
延
宝
年

中
往
還
築
上
候
儀
ニ
付
両
村
及
出
入
御
載
許
御
裏
書
絵

図
所
持
イ
タ
シ
候
由
右
絵
図
面
ニ
大
谷
川
両
側
ト
モ
古

形
記
シ
有
之
由
申
立
棚
橋
氏
へ
取
入
候
故
棚
橋
氏
右
絵

図
面
ヲ
以
降
十
八
ケ
村
へ
厳
敷
御
吟
味
有
之
候
得
共
障

村
ヨ
リ
ハ
古
形
有
之
候
ハ
是
迄
修
覆
モ
可
致
所
田
面
同

様
之
作
場
有
之
段
申
立
共
上
綾
野
村
ヨ
リ
申
立
候
ハ
ハ

宝
暦
三
酉
年
五
ケ
村
新
堤
願
候
節
願
方
中
曽
根
ヨ
リ
ハ

右
ノ
場
所
古
形
ト
申
立
障
方
荒
川
ヨ
リ
ハ
古
形
ニ
而
ハ

無
之
延
宝
年
中
荒
川
ト
中
曽
根
ト
出
入
御
載
許
有
之
往

還
下
モ
畔
築
上
候
儀
モ
不
罷
成
場
所
ニ
而
作
場
道
之
由

申
立
勿
論
百
曲
リ
之
儀
荒
川
村
・
十
六
村
ハ
水
囲
不
相

成
場
所
故
両
村
御
田
所
為
水
除
之
先
規
御
目
論
見
被
直

シ
曲
ニ
而
御
座
候
段
申
立
其
節
ハ
荒
川
・
十
六
村
共
障



リ
方
組
合
之
儀
故
別
右
之
趣
荒
川
・
十
六
・
綾
野
一
紙

連
印
ニ
而
書
上
候
印
付
之
書
願
等
綾
野
村
ニ
所
持
イ
タ

シ
候
荒
川
村
申
口
齟
齬
イ
タ
シ
候
段
申
立
書
類
写
等
差

出
勿
論
多
良
・
笠
松
御
役
所
ニ
モ
御
書
類
モ
可
有
之
候

間
御
吟
味
願
上
候
処
、
一
・
二
応
御
吟
味
之
上
外
御
用
御

差
支
之
由
ニ
而
追
而
御
呼
出
シ
之
段
披
仰
夫
成
ニ
相
成

候
。
（
文
政
六
年
迄
四
四
年
）

天
明
四
年
春
己
泰
又
候
中
曽
根
ヨ
リ
利
不
尽
ニ
明
キ
処
上

置
願
イ
タ
シ
候
付
同
五
己
三
月
障
村
ヨ
リ
笠
松
へ
相
違

シ
猶
又
棚
橋
氏
御
見
分
其
後
取
払
之
儀
段
々
再
願
イ
タ

シ
候
ヘ
共
等
閑
之
御
取
手
ニ
付
江
戸
表
エ
御
差
下
シ
被

下
候
様
書
付
差
出
シ
候
処
、
一
応
御
吟
味
夫
成
ニ
相
成

候
。
（
文
政
六
年
迄
四
十
年
）

寛
政
元
年
酉
春
当
国
川
之
御
普
請
被
仰
付
候
節
、
桧
・
久

徳
・
塩
田
・
荒
川
・
中
曽
根
・
徳
光
・
長
松
七
ケ
村
ヨ

リ
大
谷
川
曲
リ
ヲ
直
シ
両
側
築
廻
シ
新
堤
之
儀
此
辺
場

所
御
掛
御
勘
定
海
野
安
治
郎
様
へ
相
原
御
見
分
有
之
ニ

付
本
障
十
八
ケ
村
之
外
飯
積
直
江
金
屋
相
加
リ
都
合
亦

壱
ケ
村
連
印
ニ
而
障
之
趣
書
付
差
出
シ
候
処
、
村
々
免

定
写
等
御
取
根
古
地
新
田
於
御
旅
宿
御
普
請
役
山
田
弥

太
郎
様
・
小
川
■
一
郎
様
厳
敷
御
吟
味
有
之
候
へ
共
往

古
ヨ
リ
障
リ
之
趣
申
立
候
ニ
付
夫
成
ニ
成
候
。

（
文
政
六
年
迄
三
十
五
年
）

寛
政
六
年
寅
春
中
曽
根
・
荒
川
ヨ
リ
又
々
右
論
中
之
場
所

利
不
尽
ニ
所
々
築
上
候
ニ
付
障
村
々
ヨ
リ
笠
松
へ
相
違

シ
候
処
、
棚
橋
氏
・
田
中
氏
ハ
御
死
去
ニ
而
中
嶋
・
小

野
右
エ
門
殿
・
右
田
徳
蔵
殿
御
懸
ニ
而
御
見
分
有
之
置

土
寸
間
御
改
追
而
御
呼
出
シ
之
趣
披
仰
候
得
共
御
沙
汰

無
之
故
尚
又
寛
政
七
年
午
十
一
月
障
十
八
ケ
村
笠
松
へ

願
出
候
ヘ
共
夫
成
ニ
相
成
候
。

（
文
政
六
年
迄
三
十
年
）



〔
史
料
三
〕

今
般
水
行
御
見
分
ニ
付
大
谷
川
通
并
相
川
御
普
請
九
ケ
村

ヨ
リ
御
願
奉
中
上
候
ニ
付
御
見
分
於
御
場
所
表
佐
村
・
栗

原
村
・
室
原
村
・
綾
野
村
右
四
ケ
村
差
障
之
段
奉
申
上
候

ニ
付
熟
談
仕
候
様
被
仰
渡
別
墨
引
絵
図
通
熟
談
仕
候
間
御

普
請
被
為
仰
付
披
下
置
候
様
奉
願
上
候
尤
○
訴
○
之
儀

ハ
組
合
限
別
帳
ニ
仕
奉
差
上
候
以
上
。

寛
政
八
辰
年
五
月

不
破
郡
荒
川
村
庄
屋
代

周
助

同
郡
桧
村
庄
屋兵

右
エ
門

同
郡
久
徳
村
庄
屋仲

右
エ
門

同
郡
塩
田
村
庄
屋

藤
左
エ
門

同
郡
十
六
村
庄
屋清

蔵

同
郡
笠
毛
村
庄
屋新

之
右
エ
門

同
郡
長
松
村
名
主笹

蔵

同
郡
中
曽
根
村
名
主

嘉
蔵

同
郡
徳
光
村
名
主永

治

同
郡
表
佐
村
庄
屋作

左
エ
門

同
郡
栗
原
村
庄
屋六

之

丞

同
室
原
村
庄
屋



又
左
エ
門

同
綾
野
村
庄
屋

元
右
エ
門

〔
史
料
四
〕
輪
中
関
係
ノ
村
々
ノ
話
合
ノ
申
合
セ

熟
談
為
取
替
証
文
之
事

近
年
川
ノ
底
高
ニ
相
成
出
水
度
毎
、
牧
田
川
ヨ
リ
逆
水
イ

タ
シ
殊
ニ
所
々
附
寄
渕
出
来
、
水
行
差
支
以
前
ト
見
競
候

テ
ハ
村
々
悪
水
落
方
宜
シ
カ
ラ
ズ
、
年
増
ニ
難
渋
及
ビ
候

処
、
昨
申
年
牧
田
川
出
先
馳
出
シ
、
砂
石
御
浚
エ
仰
せ
付

ケ
ラ
レ
、
引
落
方
宜
敷
罷
來
候
得
共
、
此
上
別
紙
絵
図
面

朱
引
ノ
通
り
曲
所
取
直
シ
仰
付
ラ
レ
候
ハ
バ
村
々
格
別
ノ

益
分
ニ
付
其
御
筋
エ
願
度
、
示
談
ニ
及
候
処
、
大
谷
川
ノ

儀
先
前
、
差
障
リ
村
々
モ
之
有
候
得
共
、
今
般
一
躰
ノ
儀

ニ
付
村
々
得
手
勝
手
申
立
候
テ
ハ
御
上
様
エ
恐
入
奉
候
然

ル
処
、
十
六
村
ハ
他
ニ
異
成
、
年
年
水
損
弥
々
増
シ
且
暫

々
話
合
モ
之
有
、
作
留
ト
相
唱
エ
水
害
凌
方
申
出
候
ニ
付

双
方
談
判
ノ
上
、
中
田
ノ
所
字
大
畦
ニ
テ
田
面
ヨ
リ
高
ニ

尺
迄
ノ
取
繕
ノ
儀
納
得
相
成
候
処
、
十
六
村
ニ
テ
ハ
高
四

尺
ト
申
立
テ
双
方
成
寄
申
サ
ズ
候
ニ
付
、
右
両
様
ト
モ
平

均
ニ
テ
高
三
尺
ハ
談
示
中
ノ
処
、
十
六
村
三
尺
ニ
テ
ハ
益

モ
薄
ク
尤
枝
郷
大
野
分
障
リ
之
有
リ
行
届
カ
ズ
右
ハ
一
円

ノ
高
辻
、
本
郷
斗
リ
ニ
テ
ハ
村
方
相
治
リ
申
サ
ズ
種
々
談

判
ニ
及
候
テ
モ
行
届
キ
兼
候
ニ
付
、
右
一
件
ハ
跡
廻
し
ニ

イ
タ
シ
先
ニ
大
谷
川
御
普
請
相
願
出
釆
ノ
上
格
別
水
行
宜

敷
相
成
可
ハ
眼
前
ノ
見
込
弥
々
大
益
筋
と
相
成
候
節
ハ
水

害
凌
方
ノ
儀
実
意
ヲ
以
テ
相
談
致
ス
ベ
キ
筈
、
水
行
御
普

請
願
上
奉
リ
依
テ
曲
所
取
直
シ
出
来
仕
リ
候
上
ハ
村
々
地

理
之
模
様
ニ
寄
悪
水
落
方
宜
シ
カ
ラ
ズ
村
方
ハ
夫
々
申
合

熟
談
ノ
上
普
請
致
可
筈
、
一
同
熟
談
相
懸
勿
論
心
侭
之
普

請
并
我
意
ノ
障
等
申
立
テ
ズ
相
互
ニ
実
意
ヲ
以
熟
談
之
上



取
斗
極
メ
違
変
之
有
リ
間
敷
候
一
同
連
印
之
一
札
仍
テ
如

件
。

文
久
元
年
酉
十
二
月

大
垣
御
預
所

不
破
郡
久
徳
村
庄
屋
数
右
衛
門

塩

田

村

〃

彦

六

桧

村

〃

賢

蔵

嶋

村

〃

市

郎

兵

衛

福

田

村

〃

仲

右

エ

門

荒

川

村

〃

武

市

綾

野

村

〃

儀

三

郎

綾

野

村

年

寄

丈

助

室

原

村

庄

屋

宗

六

栗

原

村

〃

厚

造

表

佐

村

〃

兼

左

ヱ

門

右
村
惣
代
野
白
新
田
庄
屋

森
保
左
エ
門

右
同
断
西
結
村
庄
屋

古
沢
武
左
エ
門

右
同
断
表
佐
村
〃

庄
左
エ
門

尾
州
御
領

十
六
村
庄
屋
岡
崎
持
十
郎

坂
井
沖
右
エ
門

大
垣
御
領
分

多
芸
郡
多
芸
嶋
村
名
主
森
源
四
郎

中

村

名

主

高

木

雄

平

野

口

村

〃

内

藤

源

十

郎

〃

〃

善

治

郎

上

笠

村

〃

源

助

〃

市

左

エ

門

西
大
外
羽
村



名

主

代

右

エ

門

惣
兵
衛

上

屋

村

名

主

弥

藤

冶

不
破
郡
若
森
村
〃
川
瀬
源
蔵

長

松

村

〃

鍬

三

郎

青

柳

村

〃

彦

内

中
曽
根
村
〃
宇
彦
郎

徳

光

村

〃

和

田

作

左

エ

門

矢

道

村

〃

善

吾

荒

尾

村

〃

樹

兵

衛

安
八
郡
割
田
村
〃
桑
原
角
右
エ
門

木

戸

村

〃

高

見

政

平

一

色

村

〃

五

嶋

庄

兵

衛

笠

木

村

〃

渡

辺

惣

三

郎

参
考
（
一
）輪

中
の
水
論
（
対
立
と
抗
争
）

古
く
か
ら
あ
る
輪
中
に
と
っ
て
、
す
ぐ
近
く
に
新
し
く
輪

中
が
で
き
る
こ
と
は
洪
水
の
危
険
が
ま
す
こ
と
と
な
る
の

で
強
く
反
対
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
大
垣
の
十
六

輪
中
に
対
し
て
綾
里
輪
中
が
反
対
し
て
争
い
と
な
る
。
そ

の
他
の
例
と
し
て
多
く
を
有
す
。
そ
し
て
新
し
く
で
き
る

輪
中
は
反
対
し
て
い
る
古
く
か
ら
の
輪
中
に
「
納
得
金
約

定
」
と
し
て
多
く
の
お
金
を
支
払
っ
た
り
、
ま
た
堤
防
を

勝
手
に
高
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
高
さ
を
制
限

し
た
「
定
杭
約
定
」
な
ど
を
し
て
、
文
字
通
り
、
血
と
涙

の
中
に
輪
中
が
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

参
考
（
二
）

輪
中
の
排
水
（
河
間
、
水
腐
場
ノ
江
の
説
明
）

輪
中
の
水
は
ま
こ
と
に
複
雑
で
あ
る
。
洪
水
か
ら
守
る
た



め
に
周
囲
の
堤
防
を
強
固
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
か

ら
の
水
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
反
対
に
内
の
水
（
悪

水
）
を
排
水
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。

輪
中
地
域
、
と
く
に
大
垣
輪
中
は
自
然
の
湧
水
（
河
間
）

の
多
い
所
で
あ
り
、
雨
が
降
ら
な
く
て
も
こ
の
悪
水
に
よ

っ
て
低
い
南
部
は
悩
ま
さ
れ
、
田
植
の
時
に
な
っ
て
水
が

深
く
つ
き
田
植
も
出
来
な
い
と
き
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う

所
を
水
腐
場
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。

輪
中
の
水
争
い
は
堤
防
決
潰
に
よ
る
争
い
よ
り
も
悪
水
を

め
ぐ
っ
て
高
い
と
こ
ろ
の
村
と
低
い
村
々
と
が
争
う
こ
と

が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
同
じ
輪
中
の
な
か
で
も
上
面
と
波

須
、
古
宮
と
米
野
、
大
島
と
加
賀
野
、
桧
と
久
徳
、
久
徳

と
静
里
な
ど
が
よ
く
対
立
し
て
争
い
ま
し
た
。

ま
た
輪
中
と
輪
中
で
も
排
水
路
（
江
）
を
め
ぐ
っ
て
争
い

を
し
た
。
高
い
と
こ
ろ
の
輪
中
は
江
を
延
長
し
て
排
水
を

よ
く
し
よ
う
と
す
る
が
、
低
い
輪
中
は
そ
の
悪
水
を
受
け

る
こ
と
を
反
対
し
た
。
こ
の
「
江
下
げ
」
で
大
垣
輪
中
と

多
芸
輪
中
（
養
老
町
）
は
よ
く
争
い
ま
し
た
。



二
、
室
原
の
米
作
農
業
の
手
作
り
か
ら
機
械
化
へ
の
歩
み

一
、
鍬
牛
馬
耕
自
動
耕
転
機

室
原
の
米
麦
作
の
歴
史
は
極
め
て
古
い
と
思
う
が
、
耕
作
に
つ
い
て
は
、
ご
く
最
近
ま
で
手
作
り
作
業
で
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
最
も
体
力
を
要
す
る
作
業
は
田
起
し
で
あ
っ
た
。
手
作
り
の
場
合
の
田
起
し
は
普
通
に
備
中
鍬
（
備
中
の

国
で
作
ら
れ
、
目
方
五
㎏
ぐ
ら
い
。
四
股
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
）
を
用
い
た
が
と
て
も
重
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
日
に
僅
か
に
五
六
ア
ー
ル
程
度
の
能
率
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
れ
が
、
次
第
に
能
率
の
高
い
馬
耕
に
か
わ
っ
て
き

た
が
、
そ
の
初
め
は
何
年
頃
か
と
云
う
こ
と
は
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
手
掛
り
と
し
て
馬
の
記
録
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
「
室
原
の
歴
史
」
の
七
十
一
頁
に
寛
文
五
（
一
六
六
五
）

の
「
垂
井
町
之
人
馬
助
村
郷
之
覚
」
の
中
に
馬
数
三
十
五
疋
と
あ
る
。
又
一
九
二
頁
に
、
明
治
十
四
年
の
県
へ
の
室
原
の

概
要
報
告
の
中
に
、
戸
数
一
九
四
、
人
口
九
三
七
、
馬
二
十
一
（
牡
）
、
舟
一
〇
、
荷
車
五
、
民
有
地
一
六
四
丁
七
反
、

米
の
年
収
は
一
三
九
七
石
、
大
麦
六
〇
石
、
黍
十
二
石
、
稗
一
〇
石
、
大
豆
七
石
、
蜀
黍
四
石
と
な
っ
て
い
る
。

寛
文
五
年
の
馬
三
十
五
疋
は
、
助
郷
制
度
の
た
め
で
、
お
上
様
か
ら
差
出
馬
の
責
任
を
負
せ
ら
れ
て
い
た
数
で
あ
っ
て
、

江
戸
時
代
に
は
年
々
こ
の
く
ら
い
の
頭
数
を
維
持
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
、
さ
て
お
き
、
明
治
十
四
年
の
報

告
書
の
馬
匹
二
十
一
頭
に
つ
い
て
は
、
助
郷
の
制
も
な
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
ご
く
自
然
の
数
で
あ
っ
た
に
ち
が
い



な
い
。
そ
れ
で
、
こ
の
頃
既
に
馬
耕
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ほ
ん
の
一
部
の
農
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
云
う
こ
と

が
わ
か
る
。

色
目
の
川
地
真
二
氏
は
明
治
二
十
二
年
生
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
と
き
馬
耕
の
鼻
取
り
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と

語
ら
れ
る
。
又
、
田
中
正
一
氏
は
明
治
三
〇
年
生
れ
で
あ
る
が
子
ど
も
の
時
、
既
に
馬
耕
が
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
聞
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

明
治
三
十
九
年
に
は
室
原
で
競
馬
が
行
わ
れ
る
。
東
向
の
お
宮
の
東
方
近
く
に
、
血
取
り
場
が
で
き
て
、
そ
の
祝
い
に

競
馬
が
行
わ
れ
た
と
言
う
。
馬
場
は
故
田
中
未
蔵
さ
ん
の
前
附
近
に
臨
時
に
設
け
ら
れ
た
と
、
長
沢
文
輔
氏
（
明
治
三
十

四
年
生
）
は
覚
え
て
い
る
と
語
ら
れ
る
。

明
治
四
〇
年
頃
に
は
、
馬
二
〇
－
二
三
匹
、
牛
二
匹
。
馬
は
三
軒
ぐ
ら
い
で
仲

間
飼
い
を
し
て
い
た
と
）
（
長
沢
文
輔
氏
の
覚
）

大
正
時
代
に
な
る
と
馬
の
飼
育
が
増
え
初
め
、
馬
耕
も
普
及
し
て
く
る
。
馬
は

一
日
で
二
〇
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
鋤
き
起
し
た
と
一
般
に
云
わ
れ
る
。

大
正
一
〇
年
頃
に
は
牛
が
奨
励
さ
れ
た
。
当
時
御
役
所
は
、
牛
一
頭
に
五
円
の

奨
励
金
を
出
し
た
の
で
、
馬
を
牛
に
か
え
る
者
が
出
来
始
め
た
。
室
原
は
も
と
よ

り
馬
が
多
く
、
牛
は
少
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

昭
和
十
二
年
に
支
那
事
変
が
始
ま
る
と
、
軍
馬
の
徴
発
が
大
量
に
行
わ
れ
、
室

牛馬耕用犂



原
で
は
、
十
五
－
六
頑
を
失
っ
た
。
馬
を
無
く
し
た
農
家
は
、
農
耕
に
困
り
、
牛
を
購
入
し
て
牛
耕
に
か
わ
っ
た
。
か
く

し
て
、
戦
争
中
は
、
出
征
軍
人
が
次
第
に
増
加
し
、
農
家
は
人
手
不
足
に
困
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
戦
時
下
の
食
糧
増
産

は
必
至
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
牛
耕
は
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
戦
争
中
の
牛
馬
頭
数
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
牛
の
頭

数
が
増
え
て
、
五
〇
－
六
〇
頑
は
い
た
だ
ろ
う
。
馬
も
い
た
が
数
は
明
か
で
な
い
。

終
戦
後
の
極
度
の
食
糧
不
足
は
、
増
産
に
必
死
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
牛
馬
耕
が
村
中
に
普
及
し
、
牛
の
頭
数
が
馬
よ
り

増
加
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
動
力
耕
運
機
が
使
用
さ
れ
て
、
牛
馬
耕
の
必
要
が
な
く
な
っ
て
く
る
が
、

そ
の
直
前
に
は
、
牛
が
約
六
十
五
頑
、
馬
が
二
〇
－
二
十
三
頑
位
い
飼
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
室
原

の
牛
馬
耕
は
大
正
の
末
期
か
ら
昭
和
二
十
六
年
～
七
年
頃
ま
で
が
全
盛
時
代
で
あ
ら
た
こ
と
が
わ
か
る
。

牛
馬
の
飼
料
。
濃
厚
飼
料
は
自
家
生
産
の
大
麦
を
主
と
し
、
そ
れ
に
丁
場
草
と
称
し
、
堤
防
の
草
を
二
〇
米
位
宛
割
当

て
ら
れ
て
、
そ
れ
が
貴
重
な
飼
料
用
採
草
地
と
な
っ
て
い
て
、
伸
び
る
の
を
待
っ
て
は
刈
っ
た
。
当
時
の
農
家
は
早
起
き

で
朝
露
を
踏
ん
で
草
刈
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

厩
（
牛
馬
を
飼
育
う
小
屋
）
。
普
通
農
家
は
、
本
家
の
入
口
の
右
側
に
厩
が
あ
っ
て
、
家
族
の
一
人
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。

昭
和
二
十
七
・
八
年
頃
か
ら
動
力
耕
運
機
が
普
及
し
て
来
る
と
、
牛
馬
は
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
、
昭
和
四
〇
年
以
後
に
な

る
と
、
室
原
に
は
牛
も
馬
も
一
匹
も
い
な
く
な
っ
た
。

二
、
田
植
後
の
除
草
作
業
は
除
草
剤
散
布
に
よ
っ
て
必
要
が
な
く
な
っ
た



水
田
の
稲
の
畦
間
を
初
め
は
雁
爪
で
起
し
た
と
云
う
そ
の
次
に
、
小
型
備
中
鍬
で
打
ち
起
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を

「
ら
ち
打
ち
」
と
云
い
、
一
日
に
十
二
ア
ー
ル
位
で
き
る
。
株
間
を
か
き
起
す
こ
と
は
「
か
き
打
ち
」
と
称
し
た
一
日
に

十
五
ア
ー
ル
位
で
き
た
。
ら
ち
打
ち
が
大
正
一
〇
年
頃
か
ら
田
打
車
（
回
転
式
除
草
機
）
、
（
室
原
で
は
、
ご
ま
廻
し
と
も

云
っ
た
。
）
に
か
わ
り
一
日
に
三
〇
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
水
田
除
草
は
昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
「
二
－
四
D
」
と
云
う
除
草
剤
が
実
用
化
さ
れ
て
、
干
し
田
（
八
月
上
旬
）

時
に
散
布
し
草
を
枯
し
（
禾
本
科
の
稗
は
効
果
な
し
）
除
草
作
業
が
簡
畧
さ
れ
、
更
に
農
薬
が
進
歩
し
て
昭
和
四
〇
年
頃

か
ら
、
田
植
後
七
－
一
〇
日
に
、
除
草
剤
を
散
布
し
、
水
田
除
草
作
業
を
行
う
必
要
が
全
く
な
く
な
っ
た
。

七
月
頃
は
、
室
原
沖
に
は
、
ら
ち
打
や
か
き
打
ち
を
す
る
人
、
田
打
車
を
押
す
人
等
で
賑
ぎ
わ
っ
た
が
、
昭
和
四
〇
年

頃
か
ら
は
、
田
植
が
終
っ
て
以
後
、
稲
刈
ま
で
水
田
に
農
夫
の
姿
を
余
り
見
な
く
な
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
農
村
の
過
剰
労

力
は
ど
こ
へ
は
け
て
い
っ
た
か
、
夫
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
我
国
は
丁
度
、
高
度
成
長
期
（
池
田
内
閣
－
佐
藤
内
閣
）
と

な
っ
て
、
近
在
に
工
場
の
進
出
と
諸
建
設
工
事
の
繁
忙
等
に
よ
り
、
い
く
ら
で
も
そ
ち
ら
へ
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

三
、
脱
穀
作
業
の
省
力
化

日
本
農
業
年
表
に
よ
る
と
、
元
録
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
に
扱
竹
を
用
い
て
稲
を
扱
く
と
あ
り
、
そ
の
後
、
千
歯
が
使

用
さ
れ
て
、
一
日
に
約
五
ア
ー
ル
の
稲
を
扱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
高
田
吉
六
氏
は
特
に
頑
張
っ
て
七
ア
ー
ル
の
稲
を
扱
い

た
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
又
同
氏
は
、
二
十
七
才
で
あ
っ
た
大
正
十
三
年
頃
か
ら
足
踏
廻
転
式
稲
扱
器
を
使
用
し
た

と
語
ら
れ
る
。
こ
の
足
踏
廻
転
式
稲
扱
器
の
実
用
化
の
初
め
は
大
正
八
年
に
川
地
真
二
氏
が
始
め
て
使
用
し
た
と
云
わ
れ



センバコキ（千歯扱・千把扱）

廻転式稲扱器

る
。
又
大
正
一
〇
年
に
鈴
木
治
左
ヱ
門
氏
が
三
台
購
入
し
て
、
小
作
人
に
貸
し
て
、
便
宜
を
与
え
た
の
が
始
め
と
も
云
わ

れ
る
。
長
沢
文
輔
氏
は
、
大
正
十
一
年
十
一
月
除
隊
帰
郷
し
、
直
ち
に
、
こ
の
稲
扱
器
を
買
っ
た
と
覚
え
て
い
る
と
。
又

こ
の
頃
、
室
原
の
大
工
の
青
木
勘
助
氏
は
、
池
野
町
森
田
政
次
と
共
同
で
「
森
田
式
軽
便
稲
扱
器
」
を
組
立
て
製
作
販
売

し
た
の
で
多
く
の
人
が
購
入
し
た
と
云
う
。
そ
し
て
、
昭
和
の
初
め
に
は
全
農
家
に
普
及
し
た
。
能
率
は
一
日
に
一
〇
ア

ー
ル
く
ら
い
は
、
ら
く
に
扱
く
こ
と
が
で
き
た
と
、
又
こ
れ
が
、
昭
和
二
十
五
年
頃
に
な
っ
て
、
小
型
発
動
機
に
よ
っ
て



廻
転
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
著
し
く
能
率
が
向
上
し
、
労
働
も
一
段
と
ら
く
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
頃
か
ら
は
稲
の
刈
取
・
束
ね
る
・
脱
穀
・
切
藁
の
仕
事
を
流
れ
作
業
で
す
る
機
械
（
コ
ン
バ
イ
ン
）
が

現
れ
て
、
一
〇
ア
ー
ル
の
稲
が
二
時
間
位
で
籾
と
な
り
袋
詰
と
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
、
籾
の
筵
干
か
ら
火
力
乾
燥
機
時
代
へ

秋
に
な
る
と
、
農
家
の
か
ど
は
籾
の
筵
干
で
、
足
の
踏
場
も
な
い
程
で
あ
っ
た
。
長
さ
一
米
八
〇
糎
に
、
巾
九
〇
糎
の

蓆
に
籾
を
箕
に
半
分
強
宛
干
す
と
、
一
〇
ア
ー
ル
分
約
九
〇
枚
の
筵
が
い
る
。
天
候
の
都
合
に
よ
っ
て
、
二
日
三
日
干

し
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
主
婦
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
当
時
、
農
家
の
主
婦
は
朝
食
が
終
る
と
、
食
事
後
の
食
器

の
始
末
、
そ
れ
か
ら
幼
い
子
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
籾
千
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
九
時
頃
漸
く
終
っ
て
、
野
良
の
仕
事
に
行
く

昼
食
に
家
へ
帰
る
と
、
ま
っ
先
に
干
籾
の
手
返
し
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
食
事
の
準
備
、
農
家
の
主
婦
は
、
ま
こ
と
に
重
労

働
で
あ
っ
た
。
午
後
四
時
頃
に
は
軒
下
へ
し
ま
い
込
む
と
云
う
作
業
が
待
っ
て
い
る
。
一
町
歩
（
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
作

り
の
農
家
で
は
、
こ
の
干
籾
作
業
が
一
〇
月
二
〇
日
頃
か
ら
十
一
月
一
ぱ
い
迄
読
い
た
。

火
力
乾
燥
機
は
、
終
戦
後
昭
和
三
十
八
年
～
九
年
頃
か
ら
普
及
し
た
。
初
め
は
煉
炭
を
使
用
し
た
が
二
～
三
年
で
石
油

バ
ー
ナ
ー
式
に
か
わ
っ
た
。
一
回
に
約
一
〇
ア
ー
ル
分
の
籾
を
乾
燥
器
に
入
れ
て
二
日
間
ぐ
ら
い
で
干
し
上
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
農
家
の
主
婦
は
、
粗
干
と
言
う
大
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

五
、
籾
摺
の
省
力
化

稲
穂
か
ら
扱
き
落
し
た
籾
を
玄
米
に
す
る
に
は
、
粘
土
の
籾
摺
臼
を
遣
木
で
廻
転
さ
せ
籾
の
脱
■
を
な
し
て
玄
米
と
し



た
。
こ
の
籾
摺
臼
は
江
戸
時
代
か
ら
使
用
し
て
い
た
が
、
室
原
で
は
昭
和
七
年
に
、
初
め
は
岩
田
式
電
気
籾
摺
ゴ
ム
臼
機

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
農
業
基
本
団
体
を
つ
く
り
普
及
し
た
。
能
率
は
一
時
間
に
約
四
石
で
一
〇
俵
の
玄
米
を
出

す
。
こ
の
籾
摺
機
は
扇
風
器
や
米
選
器
が
付
い
て
い
る
の
で
能
率
が
た
か
い
の
で
あ
る
。

六
、
俵
装
の
簡
易
化

昔
か
ら
米
は
四
斗
（
七
二
、
一
L
＝
六
〇
㎏
）
入
二
重
俵
（
一
貫
五
百
匁
）
で
俵
装
し
た
の
で
、
農
家
は
冬
季
や
農
閑

期
に
夜
な
べ
仕
事
と
し
て
俵
を
作
っ
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
六
〇
㎏
人
の
叺
俵
装
に
か
わ
っ
た
。
更
に
昭
和
四
十
二

年
に
は
三
〇
㎏
人
の
紙
包
装
に
か
わ
っ
た
の
で
、
俵
編
み
仕
事
も
な
く
な
っ
て
農
業
者
の
労
働
は
軽
減
さ
れ
た
。

七
、
米
の
貯
蔵
の
便
利
化

出
荷
米
は
政
府
の
検
査
を
必
要
と
す
る
が
、
昭
和
十
七
年
か
ら
検
査
が
終
る
と
直
ち
に
農
業
協
同
組
合
の
倉
庫
に
保
管

し
、
自
宅
保
管
は
飯
米
だ
け
に
な
っ
た
の
で
、
虫
や
ね
ず
み
の
害
、
そ
れ
に
火
災
の
心
配
も
な
く
な
っ
て
、
農
家
は
と
て

も
楽
に
な
っ
た
。

八
、
つ
い
に
田
植
機
の
出
現

手
の
こ
ん
だ
田
植
ま
で
機
械
化
さ
れ
る
と
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
機
械
の
田
植
え

が
室
原
沖
に
も
始
ま
っ
た
。
能
率
は
一
〇
ア
ー
ル
約
一
時
間
で
あ
る
が
、
こ
の
田
植
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、
育
苗
は
育

苗
箱
を
用
い
粒
状
培
土
（
一
袋
三
〇
㎏
・
価
六
〇
〇
～
九
〇
〇
円
）
に
よ
っ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
農
協
の
育
苗
セ
ン
タ

ー
に
依
頼
す
れ
ば
手
間
が
は
ぶ
け
る
。
五
十
二
年
で
は
機
械
植
が
約
七
〇
％
普
及
し
た
。



稲
の
手
作
り
時
代
の
作
業
能
率
は
、
一
〇
ア
ー
ル
の
水
稲
を
栽
培
す
る
必
要
労
働
力
は
約
二
十
三
日
間
を
要
し
た
が
、

機
械
化
さ
れ
た
今
日
で
は
約
七
日
間
程
度
程
に
縮
ま
っ
た
。
こ
れ
は
農
民
が
長
年
苦
し
ん
で
き
た
、
重
労
働
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
と
、
こ
の
剰
余
労
力
を
他
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
の
増
加
を
は
か
り
、
農
家
は
著
し
く
豊
か
と
な
っ

た
。
所
謂
、
経
済
の
高
度
成
長
の
恩
恵
が
農
村
に
及
ん
で
来
た
と
云
う
こ
と
が
言
え
る
。
又
、
こ
の
反
面
、
昭
和
三
十
八

年
～
九
年
頃
か
ら
、
稲
の
裏
作
で
あ
る
麦
類
・
菜
種
・
れ
ん
げ
草
等
の
栽
培
を
中
止
し
た
。
そ
れ
は
、
他
の
労
働
の
賃
金

に
比
し
て
、
裏
作
栽
培
は
不
利
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
又
、
米
が
余
る
よ
う
に
な
っ
て
、
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
政
府

は
米
の
減
反
政
策
を
と
り
一
～
二
割
の
減
反
を
全
面
的
に
強
制
し
て
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
万
円
の
休
耕
田
補
賞
金
を
出

し
て
実
施
し
た
。
我
国
の
産
業
構
造
の
変
革
は
、
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
大
き
い
影
響
を
与
え
、
農
業
に
も
以
上
の
よ
う

に
大
変
化
を
余
儀
無
く
さ
せ
て
い
る
。
又
一
方
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
工
場
誘
致
（
三
菱
バ
ー
リ
ン
ト
ン
）
を
実
現
し
、

そ
の
後
も
工
場
が
で
き
て
、
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
耕
地
が
減
っ
て
い
る
。
戦
争
以
前
の
よ
う
な
専
用
農
家
は
次
第
に

片
手
間
農
業
に
か
わ
り
、
一
戸
当
り
の
耕
作
面
積
は
減
少
し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
、
今
日
の
室
原
の
農
業
の
現
状
で
あ
る
。

＊
参
考
の
た
め
に
機
械
化
さ
れ
た
水
田
作
一
〇
ア
ー
ル
当
り
所
要
経
費
の
概
算
を
示
す
。
（
昭
五
十
一
～
二
年
）

植
付
ま
で
二
五
、
〇
〇
〇
円
、
コ
ン
バ
イ
ン
一
〇
、
〇
〇
〇
円
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
七
、
〇
〇
〇
円
、
計
四
二
、
〇

〇
〇
円
で
、
今
の
賃
金
で
割
る
と
約
六
日
、
そ
れ
に
管
理
を
一
日
加
え
て
七
日
と
基
準
を
出
し
た
。

備
考
馬
の
去
勢
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
伝
う
。

室
原
の
米
作
農
業
の
手
作
り
か
ら
機
械
化
へ
の
歩
み
の
略
表
、
次
の
通
り
。



室
原
の
米
作
農
業
の
手
作
り
か
ら
機
械
化
へ
の
歩
み
の
略
表

江
戸
期

明
治

大
正

大
正

昭
和

50454035302520151051105140302014

水

田

耕

起

整

地

人
力
↓
牛
馬
耕
↓
機
械
化

備
中
鍬
（
1
日
約
6
ア
ー
ル
お

こ
す
）

馬
2
1
（
牡
）

馬
耕
始
ま
る
か

（
半
日
2
0
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
す
く
）

血
取
場
で
き
る
。
競
馬
（
宮
西
）

馬
2
0
－
2
3
頑
牛
2
頭

馬
耕
増
え
始
め
る
。

耕地整理牛
を
奨
励
し
補
助
金
を
一

頭
に
5
円
出
す
。

合
原
村
畜
産
組
合
で
家
畜

の
供
養
を
始
め
る
。

満州事変・支那事変・大平洋戦争

1
2
年
軍
馬
の
徴
発
約

1
5
頑
あ
り
て
農
耕
に

困
り
牛
を
飼
い
牛
耕

が
増
え
る
。

牛馬耕全盛時代

牛
約
6
5
頭
馬
約
2
5
頑

2
7
年
動
力
耕
運
機
の
使
用

3
4
年
伊
勢
湾
台
風

経済高度成長

水田裏作止める 3
8
年
頃
か
ら
室
原
に
牛
馬

が
い
な
く
な
る
。

工場で二○
町歩減

除
草
作
業
は
除
草
剤

に
よ
り
な
く
な
る

雁
爪
起
し

小
備
中
鍬
で
畦
間
を

耕
す
を
ら
ち
打
ち
、

株
間
を
耕
す
を
か
き

打
ち
と
云
う
。

ら
ち
打
1
日
1
2
ア
ー
ル

か
き
打
1
日
1
5
ア
ー
ル

田
打
車
（
ご
ま
廻
し
）

一
日
約
3
0
ア
ー
ル

2
7
年

ニ
ー
ヨ
ン
D
剤

8
月
上
旬
千
草
の
時

に
散
布
。

田
植
後
一
週
間
目
に

除
草
剤
散
布
に
よ
り

除
草
作
業
は
必
要
が

な
く
な
っ
た
。

脱
穀
作
業
の
省
力
化

元
録
1
7
年

扱
竹
を
用
い
て
稲
を

扱
く

千
歯
で
稲
を
扱
く

（
元
録
末
期
）

（
1
日
に
5
ア
ー
ル

の
稲
を
扱
く
）

7
年
川
地
真
二
氏
足

踏
回
転
脱
穀
器
使
用

鈴
木
冶
左
ヱ
門
（
地

主
）
足
踏
回
転
式
脱

穀
器
を
3
台
購
入
し

て
小
作
人
に
貸
し
付

け
た
。

回
転
式
脱
穀
器
普
及

す
る
。

1
日
に
1
人
で
約
1
0

ア
ー
ル
扱
く
。

脱
穀
器
を
小
型
発
動

機
に
よ
っ
て
回
転
さ

せ
る
。

4
8
年
頃
コ
ン
バ
イ
ン

使
用
（
稲
刈
・
脱
穀

・
籾
の
袋
詰
め
に
す

る
機
械
）
1
0
ア
ー
ル

2
時
間
で
終
る
。

籾

乾

燥

省

力

化

籾
の
蓆
干
し

1
0
ア
ー
ル
分
の
籾
は

約
8
0
－
1
0
0
枚
に
干
す

（

2

－

3

日

）

3

8

・

3

9

年

籾
の
火
力
乾
燥
器
使

用
。
1
回
に
1
0
ア
ー

ル
の
籾
を
約
2
日
で

干
し
あ
げ
る
。

籾
摺
の
機
械
化

粘
土
の
籾
摺
臼
に
よ

り
玄
米
に
す
る
。

7
年
電
機
籾
摺
機

（
ゴ
ム
臼
）

扇
風
器
・
米
選
器
が

つ
い
て
い
る
の
で
能

率
が
た
か
い
。

俵
装
の
簡
易
化

貯
蔵
の
便
利
化

4
斗
の
二
重
俵
装

（
込
米
を
入
れ
る
）

供
出
米
制
度

農
業
倉
庫
保
管

3
5
年

6
0
㎏
入
叺
と
な
る
。

4
2
年

3
0
㎏
入
紙
袋
と
な
る

運
搬
に
も
便
利
と
な

り
女
で
も
簡
単
に
取

扱
い
が
で
き
る
。

田
植
省
力
化

手
植
え

植
え
る
だ
け
で
1
人

1

日

1

0

ア

ー

ル

。

4
8
年
田
植
機

1
0
ア
ー
ル
約
1
時
間

で
植
え
る
。



三
、
江
戸
時
代
に
室
原
が
生
ん
だ
三
人
の
大
人
物

（
一
）
法
眼

医
官

漢
学
者

平

井

徳

建

「
人
物
叢
書
」

伊
藤
仁
斎

著
者
石
田
良
一
（
編
集
日
本
歴
史
学
会
）

吉
川
弘
文
館
昭
和
三
十
五
年
一
月
三
十
日
発
行

こ
の
書
の
七
六
－
七
七
頁
に
左
の
よ
う
に
あ
り
（
原
文
の
ま
ま
）

寛
文
四
年
の
頃
に
、
後
西
院
の
医
官
と
な
っ
た
。

平
井
徳
建
（
春
益
）
が
仁
斎
の
生
活
関
係
の
中
に
入
っ
て
来
た
。
（
「
紹
述
先
生
文
集
」
巻
十
二
「
平
井
東
川
墓
碑
」
）

彼
は
美
濃
の
室
原
（
大
垣
市
）
の
人
で
世
々
郡
の
望
族
で
あ
っ
た
。
踰
冠
（
十
五
才
）
に
し
て
京
都
に
遊
学
し
、
饗
庭

東
園
の
門
下
生
と
な
っ
て
医
術
を
学
び
、
ま
た
宇
都
宮
遯
庵
に
儒
学
を
学
ぶ
と
共
に
、
こ
の
頃
よ
り
仁
斎
と
交
わ
り
始
め

た
よ
う
で
あ
る
。

「
先
游
伝
」
に
は
「
初
め
、
紹
介
に
由
ら
ず
刺
を
投
じ
て
門
に
踵
る
」
と
記
し
て
い
る
。
や
が
て
徳
建
は
、
寛
文
六
年

に
得
寿
院
法
印
平
井
春
沢
の
婿
と
な
り
、
姓
を
平
井
と
改
め
た
。
養
父
の
平
井
春
沢
は
江
州
の
産
で
「
幼
よ
り
書
を
よ
く



し
、
又
好
ん
で
書
を
読
み
、
長
じ
て
洛
に
来
り
、
業
を
二
品
伏
原
清
公
（
宣
幸
）
に
受
け
、
六
経
・
百
家
の
書
を
通
じ
最

も
四
書
・
周
易
に
精
し
く
」
後
に
医
を
養
寿
院
法
印
に
学
び
医
師
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
さ
て
徳
建
は
後
西
院
の
時
に
内

医
と
な
り
、
甚
だ
眷
注
を
被
っ
て
医
官
と
な
り
、
累
階
し
て
法
眼
に
至
り
、
元
録
年
間
一
時
紀
州
藩
に
仕
え
た
が
僅
か
六

年
で
致
仕
し
て
、
京
都
に
帰
っ
た
。
子
の
春
沢
・
春
城
は
み
な
仁
斎
に
師
事
し
た
。
仁
斎
の
天
和
二
－
三
年
（
一
六
八
二

－
三
）
の
日
記
に
よ
る
と
、
最
も
親
交
が
あ
っ
た
文
化
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

備
考
、
調
査
事
項
（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
）

①
平
井
徳
建
（
春
益
）
は
室
原
の
人
で
姓
は
安
福
と
言
う
。

「
伊
藤
仁
斎
」
の
著
者
石
田
良
一
先
生
（
仙
台
市
三
条
町
二
〇
ノ
一
〇
）
へ
照
会
し
た
ら
、
「
紹
述
先
生
文
集
巻
一

三
平
中
東
川
墓
碑
」
に
明
ら
か
に
記
し
て
あ
る
。

又
東
涯
著
「
先
游
伝
」
に
も
、
も
と
の
姓
は
安
福
氏
と
あ
り
。

②
福
源
寺
↑
過
去
帳
に
左
記
の
よ
う
に
参
考
と
す
べ
き
も
の
あ
り
。

「
見
室
妙
性
信
女
」
享
保
十
乙
己
六
丹
六
日
平
井
春
沢
息
女

「
涼
亨
院
前
法
橋
桂
缶
自
香
居
士
」
寛
保
元
辛
酉
六
月
廿
五
日
平
井
辰
之
進
父
親

「
常
和
院
順
譽
夏
目
大
姉
」
明
治
二
乙
酉
六
月
廿
日
平
井
辰
之
進
母

③
法
印
僧
の
最
高
の
位
で
中
世
か
ら
儒
者
、
医
師
、
仏
師
、
画
工
、
連
歌
師
に
授
け
た
称
号
。

法
眼
法
印
の
次
の
位
、
法
橋
は
法
眼
の
次
の
位



④
後
西
院
後
西
天
皇
の
在
位
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

（二
）
名
医
北
尾
春
圃
（
本
史
の
二
六
九
貢
）

私
の
父
慶
作
は
先
祖
の
墓
参
り
を
す
る
と
、
必
ず
北
隣
の
無
縁
仏
に
な
っ
て
い
る
北
尾
春
圃
さ
ん
の
墓
に
花
を
供
え
、

ロ
ー
ソ
ク
や
線
香
を
あ
げ
て
、
お
参
り
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
父
が
言
う
に
は
「
春
圃
さ
ん
は
天
医
で
え
ら
い
人
だ
っ
た

よ
、
家
は
お
宮
の
東
の
方
に
あ
っ
た
が
」
と
口
癖
の
よ
う
に
云
っ
て
い
た
。
又
、
村
の
古
老
達
は
「
春
圃
三
昧
が
村
西
に

あ
っ
て
、
耕
地
整
理
（
大
正
三
年
頃
）
の
時
に
福
源
寺
の
裏
へ
移
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
時
た
ま
話
さ
れ
た
。

私
は
こ
ん
な
こ
と
か
ら
室
原
史
を
書
く
と
き
に
春
圃
さ
ん
に
つ
い
て
、
何
か
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
か
と
特
に
注
意
し

た
が
、
福
源
寺
に
過
去
帳
が
あ
っ
た
の
み
で
、
そ
の
外
何
も
見
当
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
大
垣
で
は
藩
医
で
あ
っ
た
の
で

「
新
修
大
垣
市
史
」
に
は
一
頁
程
に
ま
と
め
て
あ
っ
た
。
私
は
さ
い
わ
い
、
許
し
を
得
て
、
そ
れ
を
室
原
史
に
転
載
し
た
。

然
し
こ
ん
な
程
度
で
は
、
何
と
な
く
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。

今
年
五
十
一
年
六
月
に
「
李
朝
の
通
信
使
」
李
進
熙
著
が
講
談
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
北
尾
春
圃

の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
を
聞
い
た
。
又
、
十
一
月
二
十
一
日
朝
七
時
二
十
分
よ
り
N
H
K
の
テ
レ
ビ
（
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
）
で
昔
の
大
垣
祭
の
朝
鮮
■
や
江
戸
時
代
の
李
朝
通
信
使
の
様
子
が
放
送
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
北
尾
春
圃
の

こ
と
が
出
る
と
云
う
の
で
N
H
K
よ
り
取
材
に
こ
ら
れ
た
。
又
、
「
李
朝
の
通
信
使
」
の
著
者
朝
鮮
生
れ
、
明
治
大
学
講

師
李
進
熙
氏
は
十
月
三
十
一
日
に
突
然
室
原
を
訪
問
さ
れ
、
幸
に
も
春
圃
と
李
朝
の
通
信
使
と
の
関
係
を
一
層
深
く
知
る



こ
と
が
で
き
た
。
「
李
朝
の
通
信
使
」
の
中
の
北
尾
春
圃
の
資
料
は
〔
海
游
録
朝
鮮
通
信
使
の
日
本
紀
行
申
維
翰
姜

在
彦
訳
注
平
凡
社
〕
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
冊
の
本
の
入
手
に
よ
っ
て
北
尾
春
圃
の
人
物
や
業
積
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
こ
の
外
福
源
寺
の
過
去
帳
、
墓
石
、
大
垣
藩
分
限
帳
等
も
参
考
に
し
た
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
く
。

北
尾
春
圃
の
生
家
は
、
養
老
町
室
原
（
江
戸
時
代
は
不
破
郡
室
原
村
で
あ
っ
た
）

同
村
福
源
寺
（
禅
宗
）
の
壇
家
（
過
去
帳
あ
り
、
但
し
明
治
二
十
二
年
以
後
は
記
入
な
し
）
、
墓
は
同
寺
の
裏
に
あ
り
。

家
は
代
々
医
者
で
あ
る
。
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
以
前
よ
り
大
垣
藩
に
勤
仕
な
く
大
垣
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
。

「
桑

韓
医
談
」
と
云
う
著
書
か
ら
も
推
察
で
き
る
彼
は
万
治
元
戊
戌
（
一
六
五
八
）
生
－
寛
保
元
辛
酉
（
一
七
四
一
）
死
す
。

（
八
十
三
才
）

北
尾
春
圃
の
系
譜

福
源
寺
過
去
帳
に
よ
る
と
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
北
尾
春
圃
信
広
初
代
と
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
代
々
続
い
て

七
代
の
春
圃
が
名
医
で
勤
仕
な
く
二
十
人
扶
持
で
大
垣
に
医
業
を
な
し
、
そ
の
三
代
目
松
隠
か
ら
大
垣
藩
医
と
な
る
。

そ
し
て
五
代
目
信
昌
で
以
後
不
明
で
あ
る
。

〈
註
〉
春
甫
↑
福
源
寺
の
過
去
帳
に
は
全
部
が
甫
を
使
う
。
春
圃
の
石
碑
に
は
父
の
玄
甫
は
甫
を
使
い
、
春
圃
は
圃
を

使
っ
て
い
る
。
又
「
桑
韓
医
談
」
の
著
書
に
は
圃
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
私
は
圃
を
使
う
こ
と
に
し
た
。



大
垣
藩
医
北
尾
春
圃
の
系
譜
（
過
去
帳
を
も
と
に
調
査
し
た
）

北
尾
信
玄

天
文
二
二
、
六
、
一
〇
死

（
一
七
三
四
）

大
垣
藩
二
〇
人
持
受
く

（
七
代
目
）
医
初
代
春
圃

秋
峰

万
治
元
年
生

寛
保
元
八
、
二
六
死

八
三
才

二
代
春
圃

春
竹

宝
暦
二
、
一
一
、
一
四
死

（
一
七
五
ニ
）

春
倫

明
和
五
、
五
、
二
一
死

（
一
七
六
八
）

道
仙

享
保
一
九
、
四
、
二
七
死

（
一
七
三
四
）

春
達

春
泰

三
代
春
圃

松
隠

安
永
八
、
七
、
二
一
死

（
一
七
七
九
）

（
三
代
よ
り

勤
仕
す
）

四
代
春
圃

南
洋

宝
暦
五
生

文
政
八
、
三
、
九
死

七
一
才

（
大
垣
市
史
で

は
名
を
信
齢

と
す
）

五
代
春
圃

信
昌

明
冶
二
一
死

（
大
垣
市
史
）

〔
五
代
目
以
下

不
明
〕



大
垣
藩
医
と
し
て
初
代
北
尾
春
圃
の
墓
の
刻
字

北
面
秋
峯
浄
雲
居
士

東
向

表
正
面
當
壮
北
尾
君
之
墓

南
面
君
諱
春
圃
字
育
仁
姓
北
尾
美
濃
不
破
人
北
尾

信
廣
七
代
之
孫
父
日
玄
甫
母
鈴
木
氏
萬
治
二

年
己
亥
十
二
月
五
日
生
干
室
原
村
玄
甫
能
医

君
継
其
業
壮
而
移
干
大
垣
號
當
壮
菴
医
術
大

西
面
行
名
聞
遠
近
戸
田
侯
歳
以
來
給
之
娶
土
屋
氏

生
男
五
人
曰
春
竹
曰
春
倫
曰
道
仙
曰
春
達
曰

春
泰
道
仙
先
卒
孫
男
三
人
寛
保
元
年
辛
酉
八

月
二
十
六
日
以
寿
終
年
八
十
三
歳
葬
干
室
原

村
故
田
之
間

北尾春圃の基，福源寺の裏の墓地にあり



名
医
初
代
北
尾
春
圃
春
圃
は
代
々
世
襲
で
あ
っ
て
、
ど

れ
が
初
代
や
ら
二
代
や
ら
中
々
つ
か
め
な
い
た
め
か
、
人
に

よ
っ
て
歴
代
順
が
違
が
っ
て
い
る
が
、
私
は
過
去
帳
を
も
と

に
調
べ
た
結
果
は
前
表
の
よ
う
に
な
っ
て
、
大
垣
藩
に
勤
仕

な
く
招
か
れ
た
初
代
春
圃
が
秋
峰
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

初
代
春
圃
の
人
物
は
「
新
修
大
垣
市
史
」
（
室
原
の
歴
史

は
市
史
と
同
じ
）
に
よ
れ
ば
「
…
…
…
医
を
業
と
し
、
名
遠

近
に
知
ら
れ
、
診
療
を
請
う
も
の
門
前
に
市
を
な
す
。
仙
台

侯
、
春
圃
の
名
を
聞
き
、
三
百
石
に
て
召
抱
へ
ん
と
の
命
あ

り
。
大
垣
侯
こ
れ
を
聞
き
他
国
に
往
く
を
惜
し
み
、
二
十
人

扶
持
を
賜
ひ
、
勤
仕
無
く
し
て
大
垣
に
居
ら
し
め
ら
る
。
春

圃
自
ら
持
す
る
こ
と
高
く
、
大
官
貴
人
の
来
る
あ
る
も
送
迎

せ
ず
。
某
大
官
人
を
以
て
無
礼
を
咎
め
し
む
。
春
圃
臼
く
、

「
送
迎
せ
ざ
る
を
意
と
せ
ば
入
来
御
無
用
な
り
」
と
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
彼
は
名
医
で
あ
る
と
同
時
に
独
特
な
風
格
の
持

主
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

桑韓医談（巻上下）岐阜県立図書館にあり
序文は子の春倫が認める



北
尾
春
圃
と
朝
鮮
医
学

「
李
朝
の
通
信
使
」
に
よ
れ
ば
、
彼
は
正
徳
元
年
（
一
七

一
一
）
に
第
八
回
朝
鮮
の
通
信
使
と
の
最
初
の
出
合
に
於
い

て
随
行
の
医
員
奇
斗
文
と
問
答
し
、
そ
れ
を
「
桑
韓
医
談
」

と
題
し
て
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
二
冊
を
京
都
の
万

屋
喜
兵
衛
よ
り
刊
行
し
た
。
（
県
図
に
あ
り
）
つ
い
で
に
彼

の
著
作
を
ま
と
め
て
左
に
紹
介
し
て
お
く
。

○
察
病
精
義
論
三
冊
、
写
本
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

○
上
地
釣
魚
三
冊
、
写
本
、
京
都
大
学
、
愛
知
県
刈
谷
市

立
図
書
、
大
阪
市
武
田
薬
品

附
属
図
書
館
。

○
精
気
神
論
一
冊
、
写
本
、
京
都
大
学
、
慶
応
大
学
図
書

館
、
武
田
薬
品
。

○
桑
韓
医
談
二
冊
、
写
本
、
大
垣
図
書
館
（
朝
鮮
国
奇
嘗

百
軒
筆
語
）
奇
斗
文
の
号
を

嘗
百
軒
と
云
う
。

（写本）北尾春圃の著書



刊
本
、
岐
阜
、
内
閣
文
庫
、
日
比
谷

図
書
館
、
武
田
薬
品
。

○
提
耳
談
五
冊
、
刊
本
、
九
州
大
学
、
京
都
大
学
、
東
北

大
学
図
書
館
、
刈
谷
図
書
館
、

武
田
薬
品
、
伊
勢
神
宮
文
庫
。

○
当
壮
庵
家
訣
五
冊
、
写
本
、
武
田
薬
品

○
当
壮
庵
衆
方
口
解
、
四
冊
、
写
本
、
九
州
大
学
、
京
都
大

学
、
東
京
大
学
、

（
日
比
六
之
助
写
）
岐
阜
、
刈
谷

図
書
館
、
武
田
薬
品
。

○
家
方
口
解
、
二
冊
、
写
本
、
岐
阜
（
朴
庵
手
写
）

○
当
壮
庵
口
解
階
梯
一
冊
、
写
本
、
天
理
図
書
館

○
当
壮
庵
方
意
解
四
冊
、
写
本
、
東
北
大
学
図
書
館

○
朝
鮮
国
奇
■
百
軒
筆
語

正
徳
元
年
辛
夘
季
冬

朔
夜
会
干
全
昌
寺

辛
夘
季
冬
初
吉
乏
夜

北
尾
春
圃
当
壮
庵
再
拝

大
垣
市
立
図
書
館

（享和二年に写本）北尾春圃の著書



以
上
十
一
種
類
の
著
書
が
北
尾
春
圃
に
あ
る
よ
う
で
す
。
最
も
有
名
な
「
桑
韓
医
談
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
著
に
く
わ

し
い
で
す
。

三
木
栄
箸
「
朝
鮮
医
書
誌
」
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
文
京
区
井
上
書
店
）

三
木
栄
箸
「
朝
鮮
医
学
史
」
（
昭
和
三
十
八
年
自
家
出
版
）

こ
の
本
の
一
部
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
大
垣
市
医
師
会
発
行
の
青
木
一
郎
著
「
大
垣
藩
医
江
馬
蘭
斎
」
の
二
頁
に

も
出
て
い
る
。

〈
註
〉
朝
鮮
の
通
信
使
と
は
、
徳
川
家
康
が
親
善
外
交
に
よ
り
、
今
後
再
び
朝
鮮
を
侵
さ
な
い
こ
と
を
約
束
し
、
徳
川

の
将
軍
の
交
代
す
る
度
に
李
朝
が
使
節
団
（
初
め
三
回
は
使
節
、
そ
の
後
九
回
は
通
信
使
と
称
し
た
。
一
団
の

出
発
時
は
四
七
〇
人
前
後
、
大
阪
に
一
〇
〇
余
人
を
残
留
さ
せ
、
大
阪
よ
り
江
戸
ま
で
陸
路
を
三
五
〇
余
名
が

行
列
を
し
た
。
）
を
派
遣
し
た
。
こ
の
時
に
は
あ
ら
ゆ
る
人
が
使
節
団
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
文
化
交
流
の
よ

い
機
会
と
な
っ
た
。
又
、
日
本
か
ら
も
朝
鮮
の
李
朝
へ
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
李
朝
か
ら
日
本
へ
は
前
後
十

二
回
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
は
前
に
紹
介
し
た
「
李
朝
の
通
信
使
」
を
読
む
と
よ
く
わ
か
る
。

北
尾
春
圃
の
第
二
回
目
の
朝
鮮
通
信
使
（
三
六
一
名
）
と
の
出
会
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
九
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。

こ
の
第
九
回
目
の
通
信
使
の
こ
と
は
、
製
逑
官
と
し
て
随
行
し
た
。
申
維
翰
が
朝
鮮
通
信
使
の
日
本
紀
行
と
し
て
纒
め
た

「
海
游
録
」
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
、
本
年
六
月
に
は
こ
の
「
海
游
録
」
を
も
と
に
し
て
李
進
熙
さ
ん
が
「
李

朝
の
通
信
使
」
と
云
う
本
を
書
か
れ
、
一
層
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
二
冊
の
本
に
よ
れ
ば
、
「
二
更
の
刻
（
午
後



九
時
－
十
一
時
）
に
大
垣
の
使
館
、
全
昌
寺
に
入
っ
た
。
次
に
「
海
游
録
」
で
は
、
「
燈
籠
晃
朗
と
し
て
数
十
里
、
さ
な

が
ら
倭
京
（
京
都
）
の
如
く
、
民
戸
の
盛
ん
な
る
は
、
佐
和
（
彦
根
）
の
如
し
、
使
館
は
花
林
院
（
全
昌
寺
の
誤
り
）
で

余
の
坐
所
も
ま
た
弘
敞
で
あ
る
。
北
尾
春
圃
と
そ
の
子
春
竹
・
春
倫
・
道
仙
・
春
乙
・
春
達
ら
父
子
六
人
が
と
も
に
来
て

詩
を
賦
す
。
そ
の
家
は
大
垣
に
あ
り
。
み
な
書
を
読
み
医
を
業
と
す
る
。
そ
の
ほ
か
書
生
も
あ
っ
て
満
座
と
な
り
、
夜
半

を
過
ぎ
て
帰
っ
た
」
以
上
は
出
会
い
の
光
景
で
あ
る
が
情
熱
が
こ
も
っ
て
、
時
を
忘
れ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

春
圃
は
又
、
通
信
使
の
帰
路
を
出
迎
え
る
。
同
年
十
月
二
十
六
日
晴
「
見
物
す
る
男
女
は
砂
岸
に
冪
々
（
い
っ
ぱ
い
に

お
う
）
と
し
、
そ
の
間
に
幕
を
張
っ
て
、
炊
ぐ
者
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
鼎
鐺
（
な
べ
釜
）
の
た
ぐ
い
を
持
参
し
て
い
る
。

こ
れ
は
遠
方
よ
り
糧
を
か
つ
い
で
来
て
待
っ
て
い
た
人
た
ち
だ
。

夕
碁
に
大
垣
に
つ
い
た
。
北
尾
春
倫
家
の
六
父
子
が
ま
た
出
迎
え
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
外
詩
を
乞
う
者

は
名
護
屋
の
と
き
の
如
し
。

以
上
は
海
游
録
の
抜
書
で
あ
る
が
、
春
圃
父
子
が
何
如
に
親
し
く
な
っ
て
い
た
か
と
云
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

な
お
、
海
游
録
に
よ
る
と
彦
根
龍
澤
寺
の
と
こ
ろ
で
、
北
尾
春
倫
と
い
う
者
、
医
官
春
圃
の
子
に
し
て
、
詩
を
つ
く
る

こ
と
甚
だ
多
い
、
佐
和
の
別
名
が
金
亀
な
る
を
も
っ
て
「
金
亀
城
擁
大
江
頑
」
の
句
が
あ
る
。
（
春
倫
は
二
代
の
春
竹
の

弟
。
過
去
帳
に
有
り
）

春
倫
（
「
桑
韓
医
談
」
の
序
文
筆
者
）
の
子
供
が
薮
内
紹
智
（
六
代
目
比
老
斎
）
で
あ
り
、
文
如
上
人
（
十
八
世
西
本

願
寺
法
主
で
蘭
斎
が
往
診
治
療
し
た
人
）
の
お
茶
の
先
生
で
す
。
竹
陰
と
も
い
う
寛
政
十
五
年
死
（
7
4
）



○
「
新
修
大
垣
市
史
」
に
多
芸
郡
室
原
に
な
っ
て
い
る
が
、
室
原
は
昔
よ
り
不
破
郡
で
あ
る
。
又
「
著
す
と
こ
ろ
の
提
耳

談
あ
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
化
四
年
発
行
で
死
後
五
○
年
過
ぎ
て
い
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
春
圃
の
初
代

か
ら
五
代
に
至
る
順
序
は
過
去
帳
と
あ
わ
な
い
。

○
大
垣
市
立
図
書
館
に
大
垣
藩
の
分
限
帳
が
あ
る
。
そ
れ
に
北
尾
春
圃
の
三
代
目
か
ら
載
っ
て
い
る
。

○
全
昌
寺
は
現
在
大
垣
船
町
に
あ
り
。

○
石
塔
の
刻
字
に
は
春
達
、
春
泰
と
な
っ
て
い
る
。
（
海
游
録
と
異
る
）

○
北
尾
春
圃
の
調
査
に
は
、
大
野
町
の
青
木
一
郎
先
生
外
、
岐
阜
県
立
図
書
館
・
大
垣
市
立
図
書
館
等
に
御
世
話
様
に
な

り
御
礼
申
し
ま
す
。

（

三

）

嗣

講

真

宗

僧

釈

先

啓

室
原
に
安
福
寺
と
い
う
真
宗
の
寺
が
あ
る
。
そ
の
山
門
前
に
た
つ
と
右
側
に
次
の
よ
う
な
碑
が
た
っ
て
い
る
。

こ
の
碑
は
、
開
基
、
釈
慶
西
と
嗣
講
、

釈
先
啓
の
二
人
の
徳
を
た
た
え
た
も
の
で

あ
る
が
、
開
基
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
嗣

講
、
釈
先
啓
の
人
物
に
つ
い
て
、
こ
の
碑
文
を
も
と
に
説
明
す
る
。
碑
文
は
写
真
入
り
で
「
室
原
の
歴
史
」
の
三
十
六
頁

に
載
せ
あ
る
の
で
参
考
に
せ
ら
れ
た
い
。

開

基

釈

慶

西

嗣

講

釈

先

啓

頒

徳

碑

当
山
第
二
十
一
世
釈
慶
俊
書



釈
先
啓
は
、
安
福
寺
の
第
十
四
世
で
字
は
、
了
雅
と
号
し
、
十
七
才
に
し
て
祖
伝
の
研
究
を
志
し
、
三
度
旧
跡
を
巡
拝

し
御
伝
絵
指
示
記
、
御
遺
跡
記
、
廿
四
輩
巡
拝
記
等
を
著
は
す
。
特
に
真
宗
聖
教
目
録
は
假
名
典
籍
の
真
偽
を
考
証
し
大

谷
遺
跡
録
の
八
宗
祖
の
遺
文
十
部
を
収
め
、
蓮
如
上
人
縁
起
は
そ
の
実
録
を
明
か
に
し
、
史
家
と
し
て
不
朽
の
業
を
伝
う
。

そ
の
功
を
称
へ
大
正
十
一
年
に
本
山
嗣
講
の
称
号
を
贈
る
。

寛
政
九
年
四
月
十
四
日
（
一
七
九
七
）
寂
す
。
年
七
十
八
。
し
た
が
っ
て
生
れ
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
と
云
う

こ
と
に
な
る
。

〈
註
〉
嗣
講
と
は
、
本
願
寺
本
山
の
出
す
称
号
で
、
講
師
が
最
高
、
次
が
嗣
講
そ
の
下
に
擬
講
が
あ
る
。
嗣
講
以
上
は

稀
に
み
る
称
号
で
あ
る
。



四
、
室
原
の
口
頭
伝
承
（
言
い
伝
え
）
と
、
そ
の
他
の
民
俗

小
栗
栖
神
社
に
つ
い
て

む
か
し
南
宮
神
社
に
祀
っ
て
あ
っ
た
小
栗
栖
さ
ん
が
大
雨
に
よ
っ
て
流
さ
れ
室
原
に
と
ま
っ
て
い
た
。
室
原
の
人
々
は

そ
の
神
様
を
も
と
の
場
所
に
か
え
そ
う
と
し
て
、
南
宮
神
社
へ
も
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
神
様
は
南
宮
神
社
よ
り
も

室
原
の
方
よ
い
と
言
わ
れ
る
の
で
人
々
は
、

そ
の
神
様
を
持
っ
て
帰
り
祀
っ
て
小
栗
栖
神

社
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

南
宮
神
社
の
お
祭
の
お
旅
さ
ん
の
と
き
蛇

の
舞
う
櫓
を
組
む
が
そ
の
頂
上
の
飾
り
松
は

小
栗
栖
神
社
の
松
の
枝
を
切
っ
て
い
っ
て
立

て
る
と
云
う
。

又
小
栗
栖
神
社
の
傍
の
池
に
は
、
長
年
大

蛇
が
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
大
蛇
は
あ
る
と

き
、
そ
の
池
か
ら
出
て
杉
の
木
に
登
り
、
そ

小栗栖神社，室原史の19頁に説明あり。

泥川のほとりに在り，側に池あり，又附近

は一面の水田で南宮神社へ（北西へ4粁）



れ
か
ら
天
に
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
と
言
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
（
小
栗
栖
神
社
は
「
室
原
の
歴
史
」
の
一
九
・
四
二
・
九

八
・
二
○
七
の
各
頁
に
あ
り
）

五
郎
丸
に
つ
い
て
部
落
の
東
方
に
五
郎
丸
と
云
う
字
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
五
郎
丸
さ
ん
と
云
う
人
が
住
ん
で
い
た

と
か
。
又
五
郎
丸
城
が
あ
っ
た
と
云
う
。
又
こ
の
地
に
は
塚
が
三
つ
四
つ
あ
っ
て
（
現
在
は
耕
地
整
理
で
な
く
な
っ
て
い

る
）
、
元
日
の
朝
そ
の
上
で
金
鶏
が
鳴
く
と
云
う
。
（
金
鶏
伝
説
不
破
郡
一
○
、
養
老
町
に
三
程
あ
る
）
又
、
こ
の
塚
の

上
で
昼
寝
す
る
と
雷
が
落
ち
て
く
る
と
云
う
。
（
室
原
史
の
七
頁
と
関
連
）

石
井
三
之
墓
と
伝
説
の
柿
の
木

室
原
に
福
源
寺
と
い
う
一
軒
の
禅
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
の
裏
は
広
く
、
竹
藪
や
雑
草
・
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
そ

の
中
の
一
隅
に
古
い
墓
地
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
墓
地
の
片
隅
に
謎
を
秘
め
た
一
本
の
柿
の
古
木
が
淋
し
げ
に
た
っ
て

い
る
。い

っ
た
い
、
そ
の
柿
の
木
の
謎
と
い
う
の
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
柿
の
幹
に
不
思
議
に
も
人
の
髪
の
毛

の
よ
う
な
黒
い
長
い
毛
が
生
え
て
い
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
今
か
ら
凡
そ
三
百
年
程
前
に
石
井
三
之
丞
は
当
時
十
八
才
の
若
侍
で
あ
っ
た
が
、
父
の
仇
を
討
と
う
と
し
て
、

室
原
に
住
む
浪
人
で
あ
る
叔
父
の
犬
飼
瀬
兵
衛
を
頼
っ
て
来
た
。
暫
く
逗
留
し
、
敵
を
探
し
て
い
た
が
、
逆
に
敵
の
赤
堀



源
五
右
衛
門
に
見
つ
け
ら
れ
て
返
り
打
ち
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
無
惨
に
も
風
呂
場
か
ら
出
た
と
こ
ろ
を
打
ち
首
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
は
何
の
す
べ
も
な
く
悲
憤
の
涙
を
呑
ん
で
、
そ
の
場
に
最
後
を
遂
げ
た
。
そ
の
死
骸
が
こ
の
墓
地
に
埋
め

ら
れ
て
い
る
。
三
之
丞
は
死
ん
で
も
死
に
切
れ
ず
、
再
び
生
れ
か
わ
り
、
こ
の
仇
を
打
と
う
と
、
そ
の
恨
み
が
こ
の
柿
の

木
に
髪
の
毛
と
な
っ
て
生
え
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
が
伝
説
と
な
っ
て
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

又
、
柿
の
木
に
毛
が
生
え
て
い
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
不
思
議
な
こ
と
で
、
昔
、
大
垣
の
殿
様
が
見
に
こ
ら
れ
た
と
云

う
こ
と
も
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

備
考
・
柿
の
木
の
毛
は
現
在
も
生
え
て
い
る
。
植
物
名
は
、
ヤ
マ
ウ
バ
ノ
カ
ミ
ノ
ケ
（
M
a
r
a
s
m
i
u
s
s
P
．
）
と
い
う
。

・
石
井
三
之
丞
の
こ
と
は
、
室
原
の
歴
史
・
不
破
郡
史
・
常
山
奇
談
・
そ
の
他
の
多
藪
の
書
物
に
出
て
い
る
。

「
ホ
ー
ソ
ウ
送
り
」
の
呪

今
で
は
、
殆
ど
見
な
い
が
以
前
に
は
、
室
原
か
ら
栗
原
へ
行
く
道
で
部
落
の
西
の
出
は
ず
れ
の
川
の
堤
通
の
四
つ
辻
と

か
、
又
、
昔
多
良
道
と
称
し
た
道
の
部
落
の
東
端
の
四
つ
辻
に
、
さ
ん
俵
に
赤
紙
を
敷
き
、
そ
の
上
に
赤
小
豆
飯
の
「
お

握
り
」
を
の
せ
、
赤
い
紙
の
御
幣
を
立
て
た
。
け
っ
た
い
な
も
の
を
時
た
ま
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
昔
、
疱
瘡

（
天
然
痘
）
に
か
か
る
と
伝
染
性
の
重
病
で
、
治
っ
て
か
ら
で
も
後
々
ま
で
顔
が
み
に
く
く
な
る
（
い
も
ぐ
し
、
又
は
い

も
が
さ
と
も
云
う
）
の
で
鬼
神
の
病
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
病
因
で
あ
る
悪
霊
を
退
散
さ
せ
、
こ
の
病
に
罷
ら
ぬ



よ
う
に
祈
り
呪
を
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
「
ホ
ー
ソ
ー
送
り
」
で
あ
っ
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
種
痘
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ホ
ー
ソ
ー
と
い
う
病
に
罷
ら
な
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
ホ
ー
ソ

ー
送
り
の
呪
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
種
痘
を
し
た
時
に
ホ
ー
ソ
ー
（
種
痘
）
が
よ
く
の
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
若
し
、
の
ら
な
か
っ
た
場
合
は
ホ

ー
ソ
ー
に
罷
る
と
い
う
心
配
で
あ
る
。
子
ど
も
が
法
令
に
よ

っ
て
種
痘
を
う
け
る
と
、
親
達
は
種
痘
が
よ
く
の
る
よ
う
に

と
祈
り
、
こ
の
呪
を
し
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
呪
い
が
最
近
ま

で
（
昭
和
三
十
年
頃
）
続
い
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
。

ホ
ー
ソ
ー
送
り
は
、
全
国
的
に
可
成
り
広
く
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
呪
は
、
現
代
人
に
は
、
ま
こ
と
に
、

け
っ
た
い
に
思
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
体
全
体
こ
ん
な
こ

と
が
、
ど
う
し
て
始
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
と
言
う
事
は
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
に
次
の
「
研
究
」
を
照
会
し

て
お
こ
う
。

〈
参
考
〉
我
が
国
で
ホ
ー
ソ
ー
が
大
流
行
し
た
の
は
、
文

献
に
よ
る
と
、
慶
長
一
二
年
、
享
保
一
三
年
と
記
し
て
あ
っ

ホーソウ送り（部落の出口の辻にあり）



た
。2

．
種
痘
の
発
見
は
西
暦
一
八
〇
〇
年
、
英
人
ジ
ェ
ン
ナ
ー
に
よ
る
が
我
国
へ
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
長
崎
に

入
り
、
ラ
ン
医
モ
ニ
ッ
ケ
に
よ
っ
て
広
が
っ
た
。

3
．
明
治
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
の
風
俗
画
報
に
載
せ
ら
れ
た
富
士
川
游
氏
の
研
究
の
一
部
分
を
抜
粋
し
て
参
考
に

供
す
。ホ

ー
ソ
ウ
の
我
国
に
現
れ
た
の
は
、
聖
武
天
皇
の
天
平
年
間
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
病
に
か
か
っ
た
も
の
は
、
山
奥

に
捨
て
お
い
た
。
美
濃
の
岩
村
、
飛
騨
の
白
川
で
も
一
・
二
里
離
れ
た
山
野
深
谷
に
小
屋
を
た
て
て
移
す
の
を
例
と
し
た
。

そ
う
し
て
鬼
神
の
病
と
し
て
生
死
を
天
に
ま
か
せ
る
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。

ホ
ー
ソ
ウ
の
日
数
は
、
三
日
目
ご
と
に
、
熱
蒸
（
序
病
）
・
見
点
（
出
そ
ろ
い
）
・
潅
漿
（
水
も
り
）
・
貫
膿
（
山
あ

げ
）
・
収
ゑ
ん
（
か
せ
）
、
そ
う
し
て
十
五
日
を
経
て
「
か
さ
ぶ
た
」
が
落
ち
て
、
な
お
る
の
を
順
症
と
い
う
。
序
病
の

時
ホ
ー
ソ
ウ
か
否
か
を
見
分
け
る
に
は
、
紅
紙
燭
を
と
も
し
て
居
間
を
暗
く
し
、
そ
の
光
を
透
し
て
み
る
と
、
皮
膚
の
う

ち
に
む
ら
む
ら
と
し
て
、
か
さ
の
勢
が
見
え
る
と
い
う
。
紅
紙
燭
は
紅
を
ぬ
り
、
そ
れ
を
油
に
ひ
た
し
て
用
い
る
。
赤
は
′

陽
色
で
ホ
ー
ソ
ウ
の
好
色
で
あ
る
と
。
ホ
ー
ソ
ウ
に
罹
る
と
、
そ
の
子
に
赤
い
衣
類
を
き
せ
、
看
病
人
も
皆
赤
い
衣
類
を

着
て
神
棚
を
設
け
ホ
ー
ソ
ウ
の
神
様
を
ま
つ
る
。
家
の
入
口
に
は
、
し
め
縄
を
張
り
、
紅
紙
の
幣
を
垂
れ
る
。
神
棚
に
は

紅
紙
を
敷
き
、
達
摩
・
猿
面
な
ど
赤
い
人
形
を
お
き
、
神
酒
の
壷
の
口
を
紅
紙
で
飾
り
、
常
灯
明
を
点
じ
、
紅
餅
・
紅
団

子
・
赤
小
豆
飯
・
赤
鯛
・
ほ
う
ぼ
う
を
供
え
る
等
赤
づ
く
め
で
あ
る
。
馬
の
沓
を
飾
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
馬
の
足
は
か



ゆ
い
所
へ
届
か
ぬ
、
つ
ま
り
か
ゆ
い
所
を
か
く
な
と
言
う
意
味
で
あ
る
。
箕
を
か
ざ
る
所
も
あ
る
。
そ
れ
は
頭
の
痒
い
時

は
箕
の
上
を
、
足
腰
の
か
ゆ
い
時
は
箕
の
下
方
を
か
く
。
箕
は
身
に
通
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
引
臼
を
飾
る
所
も
あ

る
。
そ
れ
は
、
順
応
に
首
尾
よ
く
廻
れ
と
云
う
意
味
で
あ
る
。

虫

送

り

行

事

毎
年
田
植
が
終
っ
て
七
月
三
、
四
日
頃
に
農
休
み
の
ふ
れ
が
出
る
と
、
村
中
の
農
家
は
一
斉
に
休
む
の
で
あ
る
が
、
丁

度
そ
の
時
、
「
虫
送
り
」
と
云
う
行
事
を
行
い
、
村
中
の
者
が
参
加
す
る
、
氏
神
様
の
熊
野
神
社
や
、
お
鍬
様
（
も
と
は

養
老
橋
か
ら
北
へ
一
○
○
米
の
畑
田
に
あ
っ
た
が
昭
和
三
○
三
に
熊
野
神
社
の
境
内
に
移
し
た
）
に
虫
除
け
（
主
に
う
ん

か
・
二
化
螟
虫
に
い
も
ち
病
も
含
）
の
祈
祷
を
し
て
も
ら
い
、
夕
方
頃
に
松
明
（
枯
竹
を
割
り
束
に
し
て
長
さ
二
－
三
米
）

を
灯
し
、
数
個
の
集
団
を
つ
く
り
、
内
沖
の
東
西
の
道
を
三
つ
位
に
分
れ
、
段
海
の
堤
に
向
っ
て
、
又
、
北
西
は
、
栗
原

道
か
ら
小
栗
・
北
浦
方
面
に
向
っ
て
虫
を
村
外
に
送
っ
た
。
御
祈
祷
し
た
御
幣
は
、
田
中
靖
雄
氏
の
前
の
堤
、
畑
田
の
段

海
堤
、
小
栗
栖
方
面
の
堤
や
栗
原
境
に
立
て
村
内
無
害
を
祈
っ
た
。
こ
の
行
事
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
昭
和
二
十
四

－
五
年
頃
に
強
力
な
農
薬
、
特
に
稲
の
二
化
螟
虫
・
ウ
ン
カ
に
は
、
絶
対
効
力
の
あ
る
パ
ラ
チ
オ
ン
・
ホ
リ
ド
ー
ル
等
が

散
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
行
事
も
自
然
に
消
滅
し
た
。
し
か
し
神
様
へ
虫
害
が
な
く
豊
作
の
祈
願
は
続
け
て
い
る
。



五
、
古
田
緻
部
正
の
家
臣
田
中
頼
助

戦
国
の
武
将
で
あ
り
茶
人
の
、
古
田
織
部
正
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
田
中
頼
助
が
室
原
に
居
住
し
て
い
た
が
文
禄
三
甲
年

二
月
に
死
亡
し
、
福
源
寺
の
過
去
帳
に
あ
り
。
そ
の
実
子
の
頼
助
は
関
ケ
原
合
戦
に
退
去
し
年
を
隔
て
帰
郷
す
と
あ
る
の

で
主
で
あ
る
古
田
織
部
正
を
中
心
に
調
査
し
た
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
現
在
ま
で
の
調
査
史
料
を
添
付
し
て
諸

賢
の
参
考
に
供
す
。

〈
福
源
寺
永
代
過
去
帳
に
在
り
〉

春
田
院
瑞
中
見
龍
居
士

文
禄
三
甲
年
二
月

古
田
織
部
正
家
臣

田

中

頼

助

土
岐
家
臣
本
巣
郡
山
口
城
主
三
万
石
を
領
す
。
古
田
織
部
正
主
家
没
落
後
、
代
を
経
て
豊
臣
家
に
仕
へ
大
坂
落
城
後
、
古

田
織
部
正
家
来
田
中
頼
助
当
村
に
居
住
、
徳
川
家
に
至
り
中
川
修
理
太
夫
・
大
坂
城
代
を
蒙
む
幼
年
故
叔
父
古
田
氏
後
見

頼
に
依
て
大
坂
に
出
、
其
節
、
田
中
頼
助
当
寺
預
け
属
す
。



田
中
氏
畧
譜

土
岐
之
幕
府
古
田
織
部
正
主
家
没
落
後
天
正
年
中
古
田
織
部
正
其
臣
田
中
頼
助
室
原
邨
ニ
同
蟄
居
ス
後
古
田
氏
大
坂
城
主

ノ
後
見
ト
成
リ
彼
地
エ
移
住
ス
又
後
茨
木
城
主
之
家
臣
ト
成
ル
古
田
氏
大
坂
移
住
之
後
田
中
頼
助
者
室
原
邨
ニ
残
リ
住
居

頼
助
實
子
頼
助
慶
長
年
中
関
ケ
原
合
戦
之
節
退
居
年
暦
相
隔
帰
郷
故
ニ
往
事
不
詳
古
田
氏
當
邨
住
居
中
当
寺
檀
那
今
ニ
岡

城
主
之
家
老
職
也
先
年
旧
縁
問
尋
之
書
簡
等
ニ
而
田
中
氏
之
家
譜
相
分
ル
依
而
書
記
而
親
族
エ
授
與

慶
應
三
丁
卯
中
春
吉
且

現
福
源
（
福
源
寺
は
室
原
の
一
軒
の
禅
寺
で
す
）

六
十
七
齢
雨
景
瑞
書
（
十
二
代
の
研
究
家
）

春
田
院
瑞
中
見
龍
居
士
俗
名
田
中
頼
助
（
室
原
に
田
中
姓
が
数
軒
あ
り
）

文
禄
三
甲
年
二
月
十
一
日

親
族
衆
議
窺
観
音
■
興
本
家
絶
依
而
書
先
祖
法
名

古
田
織
部
不
破
郡
史
下
三
七
二
頁
三
頁

妙
応
寺
然
り
と
雖
も
天
正
十
八
年
に
出
だ
せ
る
。
古
田
織
部
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
寺
領
猶
継
続
せ
る
も
の
の
如
し
、



（
そ
の
前
は
、
長
江
高
景
が
美
濃
国
守
護
土
岐
氏
の
代
官
）
で
あ
っ
た
。

「
寺
領
分
御
指
出
面
田
畠
小
作
に
被
申
儀
、
可
為
妙
応
寺
次
第
候
並
門
前
之
者
似
相
之
御
用
者
披
召
仕
候
恐
々
謹
言
」

天

正

十

八

年

十

二

月

十

八

日

古

田

織

部

花

押

妙

応

寺

参

（
妙
応
寺
所
蔵
文
）

次
で
徳
川
初
代
慶
長
十
年
に
は
寺
領
改
め
に
よ
っ
て
、
高
二
十
石
を
附
属
せ
し
め
ら
る
る
こ
と
に
な
る
。

〈
参
考
〉

信
長
の
時
代
、
天
正
四
年
、
山
城
国
上
久
世
庄
代
官
と
な
る
。

天
正
一
○
年
、
本
能
寺
の
変
。

天
正
一
三
年
、
正
式
に
従
五
位
織
部
正
に
任
ず
、
、
西
岡
城
主
三
万
五
千
石
（
四
二
才
）

（
古
田
織
部
は
今
須
、
代
官
）

「
天
正
十
九
年
卯
月
二
十
七
日
、
江
州
犬
上
郡
坂
田
郡
、
見
の
の
国
御
蔵
入
所
々
目
録
、
御
代
官
石
田
治
部
少
輔
」
と

標
題
せ
る
簿
冊
に
よ
れ
ば
、
大
野
郡
・
池
田
・
安
八
郡
等
の
内
に
七
千
百
二
十
二
右
二
升
及
び
地
子
銭
若
干
あ
り
、
こ

れ
は
三
成
支
配
地
に
関
す
る
も
の
な
り
。

前
畧一

、
二
千
五
十
一
石
先
代
官
古
田
織
部
分
い
ま
す
村



後
畧

桑
原
家
と
の
関
係
、
「
古
田
織
部
の
生
涯
」
一
瀬
武
著
に
よ
る
と
、
織
部
の
実
父
の
重
定
は
、
一
の
瀬
の
桑
原
氏
の
養
子

と
な
っ
た
が
嗣
子
次
右
衛
門
が
生
れ
た
の
で
去
っ
た
と
あ
り
。

吉
田
織
部
（
広
辞
苑
）

安
土
桃
山
の
茶
人
。
茶
道
の
織
部
流
の
祖
。
名
は
熏
然
。
美
濃
の
人
。
利
休
の
高
弟
。
初
は
勘
阿
弥
と
称
し
、
秀
吉
に

仕
う
同
朋
。
関
ケ
原
合
戦
後
、
家
康
に
通
じ
た
が
、
大
阪
の
役
に
西
軍
に
通
じ
た
と
い
い
死
を
命
ぜ
ら
る
。

（
一
五
四
三
－
一
六
一
五
）

古
田
織
部
正
熏
然
県
文
通
史
近
世
上
一
八
二
頁

本
の
第
一
節
幕
府
直
轄
領
の
成
立

大
久
保
長
安
の
美
濃
の
経
学

豊
臣
氏
の
蔵
人
地
、
大
垣
周
辺
蔵
人
か
ら
発
展
し
慶
長
三
年
に
三
万
八
千
余
石
、
そ
の
蔵
人
地
は
、
国
内
所
領

市
橋
下
総
守
長
勝
今
尾

徳

永

寿

昌

松

の

木

古
田
兵
部
少
輔
秀
勝

古

田

織

部

正

熏

然

以

上

奉

行

衆

臣
系
一
一
家
を
取
り
つ
ぶ
し
譜
代
大
名
と
直
臣
（
旗
本
）
に
し
て
、
さ
ら
に
五
万
石
直
轄
を
増
し
、
徳
川
の
基
礎
を



つ
く
っ
た
。

古
田
織
部
正
熏
然
の
年
表

〈
田
中
頼
助
の
年
表
〉

天
文

181716151413121110987654321

一
五
三
二

一
五
四
二

一
五
四
四

（
山
口
城
は
鎌
倉
の
時
代
梶
原

平
三
景
時
の
居
城
と
云
う

（
戦
国
人
名
辞
典
）

）

道
三
は
頼
芸
を
攻
め
美
濃
を
押
領

本
巣
郡
山
添
村
に
生
れ
る
古
田
熏

然
。
山
口
城
は
代
々
土
岐
氏
の
支

流
と
し
て
栄
え
る
。
父
は
重
定
で

山
口
城
主
な
り
。

山
添
村
に
山
口
城
が
あ
る
。

天
文

弘
治

永
禄

109876543213212322212019

一
五
五
二

一
五
五
五六

一
五
五
八

一
五
六
○

一
五
六
七

道
三
は
土
岐
氏
を
滅
す

古
田
氏
道
三
に
仕
う
か

荒
木
村
重
に
仕
う
（
年
不
詳
）

（
本
巣
町
史
）

信
長
、
西
濃
へ
出
陣
織
部
一
七
才

信
長
仕
う

信
長
、
斉
藤
龍
興
を
滅
し
、
岐
阜



永
禄

元
亀

天
正

17161514131211109876543213211211

一
五
七
○

一
五
七
三

一
五
八
二

一
五
八
五

に
移
る
。
信
長
に
仕
へ
初
出
陣

織
部
二
五
才
、
旗
本
使
番
と
な
る
。

中
川
清
秀
の
い
と
こ
で
清
秀
の
妹

と
結
婚
（
一
二
年
）
中
川
氏
の
軍

監
と
な
り
功
あ
う
。

本
能
寺
の
変
、
信
長
死
。
こ
の
頃

秀
吉
に
仕
う
。

従
五
位
下
織
部
正
に
任
官
、
山
城

西
の
岡
城
主
と
し
て
秀
吉
か
ら
三

万
五
千
石
賜
る
。

天
正

文
禄

慶
長

1615141312111098765432143211918

一
五
九
一

一
五
九
二

一
五
五
六

一
五
九
八

一
六
○
○

一
六
○
五

一
六
一
○

妙
応
寺
領
に
つ
い
て
古
田
織
部
の
文
状
あ
り

先
代
官
古
田
織
部
分
い
ま
す
村

以
後
石
田
冶
部
少
輔
が
代
官
。

文
禄
三
年
甲
午
二
月
十
一
日

春
田
院
瑞
中
見
龍
居
士

俗
名
田
中
頼
助
（
室
原
福
源
寺
）

岡
城
主
、
領
地
を
実
子
重
嗣
に
譲

る
。
隠
居
し
茶
道
の
生
活
。

関
ケ
原
合
戦
（
九
・
一
五
）
に
家

康
に
属
し
家
康
よ
り
七
千
石
賜
わ

り
父
重
定
の
遺
領
三
千
石
、
計
一

万
石
で
養
老
の
料
、
徳
川
家
の
茶

道
指
南
に
な
る
。

田
中
頼
助
実
子
頼
助
関
ケ
原
合
戦

参
加
？
年
を
経
て
帰
郷
と
あ
る
が

そ
の
後
は
記
録
な
し
。



慶
長

元
和

21191817

一
六
一
四

一
六
一
五

父
子
切
腹
七
二
才
織
部

重
然
と
そ
の
子
重
嗣

（
古
田
山
城
守
）

織
部
正
織
物
・
染
物
の
こ
と
を
司
ど
る
役
所
の
長
官
を
云
う
。

（
任
官
す
る
職
務
）
織
部
司
は
大
蔵
に
属
し
て
い
る
役
所
。

こ
の
年
表
を
作
成
す
る
に
当
り
参
考
と
し
た
書
物

古
田
織
部
の
生
涯
一
瀬
武
者

戦
国
人
名
事
典
・
字
苑
・
美
濃
明
細
記
・
添
付
史
料
・
そ
の
他



六

、

室

原

の

寺

小

屋

「
岐
阜
県
教
育
五
十
年
史
」

（

岐
阜
県
教
育
会
発
行

大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行

に
あ
り
）

室
原
の
寺
小
屋

文
政
十
－
明
治
六
年
、
生
徒
二
十
五
、
鈴
木
治
左
衛
門

こ
の
時
栗
原
は
こ
の
本
の
表
に
な
し
（
二
二
頁
の
表
）

昭
和
五
十
三
年
九
月
六
日
、
鈴
木
芳
郎
宅
へ
行
き
調
査
す

る
と
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

鈴
木
文
陳
は
文
周
氏
若
く
、
た
め
に
本
家
に
入
り
面
倒
を

み
る
。
元
治
元
年
六
月
二
十
三
日
死
亡
、
五
十
五
才
、
こ

の
人
教
育
に
熱
心
に
し
て
、
寺
小
屋
最
も
隆
盛
と
な
る
と

当
家
の
記
録
に
残
れ
る
を
見
る
。
現
在
は
何
も
残
る
も
の

寺小屋の机と草紙鈴木芳郎家の座敷



は
な
い
が
、
た
だ
机
が
二
台
残
っ
て
い
る
。
家
系
文
陳
↓
文
周
↓
冶
左
衛
門
↓
芳
郎

な
お
、
つ
い
で
に
こ
の
本
に
次
の
こ
と
が
の
せ
て
あ
っ
た
。

室
原
村
原
生
学
校
（
八
八
頁
）

明
治
六
年
六
月
七
日
設
立
、
教
員
男
二
名
、
生
徒
男
四
一
名
、
女
三
○
名
計
七
一
名

授
業
料
一
ケ
月
毎
生
徒
三
銭
主
名
鈴
木
治
左
衛
門

栗
原
村
省
成
学
校

明
治
六
年
教
員
三
名
、
生
徒
男
四
三
名
、
女
二
七
名

授
業
料
毎
月
三
銭
主
名
栗
田
右
三
郎
明
治
一
三
年
生
徒
調
べ
で
は
二
五
名



七
、
室
原
の
代
官
信
楽
多
羅
尾
四
郎
右
衛
門

天
領
室
原
村
千
四
拾
九
石
五
升
八
合
の
支
配
は
、
代
官
が
度
々
か
わ
っ
て
い
る
が
、

自
延
享
三
（
一
七
四
六
）

至
寛
延
二
（
一
七
四
九
）

は
多
羅

尾
四
郎
右
衛
門
光
豊
（
家
系
一
九
代

代
官
四
代
）
の
支
配
を
受
け
て
い
る
（
本
史
の
六
八
頁
）
こ
の
多
羅
尾
家
系
は
、
関
白
近
衛
家

基
の
子
、
高
山
太
郎
師
俊
が
初
代
で
代
々
信
楽
の
山
奥
の
甲
賀
と
伊
賀
の
境
界
近
く
で
あ
る
多
羅
尾
に
住
ん
で
い
た
。
こ

の
地
方
は
忍
者
で
知
ら
れ
て
い
る
。

徳
川
家
康
は
、
本
能
寺
の
変
を
知
る
や
（
天
正
一
○
年
六
月
二
日
）
光
秀
の
追
手
を
さ
け
て
、
山
道
を
信
楽
か
ら
伊
賀

へ
抜
け
て
三
河
へ
帰
っ
た
。
そ
の
時
、
忍
者
達
は
家
康
を
護
衛
す
る
が
、
多
羅
尾
十
四
代
光
俊
は
家
康
を
積
極
的
に
助
け

て
手
柄
を
た
て
る
。
後
、
天
下
は
、
か
わ
っ
て
家
康
の
時
代
に
な
る
と
、
早
速
多
羅
尾
家
は
代
官
に
取
り
立
て
ら
れ
有
力

な
代
官
と
な
る
。
室
原
の
代
官
光
豊
は
、
そ
の
四
代
目
に
当
る
。
戦
国
の
多
羅
尾
氏
に
つ
い
て
は
、
「
三
河
風
土
記
」
や

山
岡
荘
八
の
「
徳
川
家
康
」
の
心
火
の
巻
に
く
わ
し
く
、
面
白
く
出
て
く
る
。

信
楽
の
奥
の
山
の
中
、
甲
賀
か
ら
伊
賀
へ
抜
け
る
御
斎
峠
、
と
き
に
忍
者
の
狼
火
が
あ
が
る
。
こ
の
あ
や
し
げ
な
山
麓

の
多
羅
尾
に
古
く
か
ら
住
む
多
羅
尾
豪
族
は
忍
者
に
も
、
に
ら
み
を
き
か
せ
て
い
る
。
そ
の
行
動
の
一
挙
一
動
に
は
興
味

を
そ
ゝ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
（
昭
和
五
四
年
一
月
二
四
日
現
地
調
査
安
福
、
別
に
レ
ポ
ー
ト
あ
り
）



八
、
室
原
の
風
景
を
よ
み
た
る
歌

昭
和
四
年
六
月
（
屏
風
に
は
昭
和
五
年
三
月
三
日
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
日
ま
と
め
ら
れ
た
日
付
で
あ
る
と
の
こ
と
。
）

に
室
原
の
住
人
鈴
木
治
左
衛
門
家
へ
御
歌
所
寄
人
加
藤
義
清
（
6
7
才
）
が
来
遊
し
た
。
そ
の
時
義
清
は
、
室
原
の
風
景
を

二
、
三
首
次
の
よ
う
に
よ
ん
だ
。

こ
の
短
歌
は
、
そ
の
後
、
義
清
が
自
作
の
歌
を
小
色
紙
六
十
枚
に
六
十
首
散
書
し
て
治
左
衛
門
に
送
っ
た
、
そ
の
中
に

認
め
て
あ
っ
た
。
治
左
衛
門
は
、
こ
れ
を
高
さ
一
、
八
m
の
六
枚
折
巾
三
、
六
m
の
立
派
な
屏
風
三
双
に
仕
上
げ
て
観
賞

し
た
。
そ
の
後
、
治
左
衛
門
は
昭
和
二
十
九
年
に
七
十
二
才
で
歿
し
た
が
、
こ
の
屏
風
は
、
現
在
も
当
家
に
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
藤
義
清
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
江
戸
小
石
川
の
藩
士
菊
間
平
八
郎
の
五
男
に
生
れ
、
犬
山
藩
士
加
藤
安
彦
の

孫
女
の
婿
と
し
て
入
家
し
加
藤
姓
と
な
る
。
十
五
才
に
し
て
陸
軍
軍
楽
隊
に
入
り
、
明
治
二
十
九
年
ま
で
勤
め
る
。
同

三
十
年
に
歌
所
に
録
事
と
し
て
入
り
、
大
正
十
一
年
御
歌
所
寄
人
と
な
る
。
字
が
上
手
で
上
代
仮
名
の
散
書
の
妙
技
は

近
世
に
比
な
し
と
称
せ
ら
れ
る
、
田
中
光
顕
伯
の
依
頼
に
よ
り
古
今
集
全
部
千
百
余
首
を
同
型
な
く
散
書
し
て
有
名
な

り
。
号
は
蕉
陰
、
鏡
廼
舎
。

鈴
木
治
左
衛
門
素
封
家
、
茶
人
、
墨
絵
を
描
い
た
。



六
一

短
歌

と
も
の
住
む
、
か
ど
の
し
る
し
の
、
も
ち
の
木
も
、
昔
な
が
ら
に
、
か
わ
ら
ざ
り
け
り
。

月
か
げ
の
く
も
る
も
う
れ
し
色
目
川
、
す
だ
く
蛍
の
光
ま
さ
り
て
。

す
き
と
ほ
る
あ
し
の
光
を
色
目
川
、
蛍
か
さ
ね
と
見
る
も
お
か
し
き
。

あ
や
し
き
は
夏
の
井
の
水
、
な
か
な
か
に
つ
め
た
き
心
人
に
汲
ま
れ
て
。

色
目
川
室
原
の
す
ぐ
南
を
豊
地
区
に
源
を
発
し
東
に
流
れ
、
段
海
に
て
相
川
に
注
ぐ
。
水
源
は
河
間
で
上
流
は
美
し

い
冷
た
い
水
が
流
れ
て
い
る
き
れ
い
な
小
川
で
あ
る
。
今
は
工
場
や
住
宅
の
増
加
で
汲
上
げ
が
は
げ
し
く
河
間
も
堀
抜

井
も
水
が
出
な
く
な
っ
た
の
で
、
昔
の
風
景
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。



九

、

室

原

の

雅

楽

雅
楽
は
、
我
国
の
上
古
・
中
世
に
行
な
わ
れ
た
、
宮
中
の
音
楽
で

あ
る
が
、
こ
の
一
部
を
神
社
の
祭
典
の
儀
式
や
、
慰
霊
祭
の
仏
式
等

に
も
取
入
れ
て
、
式
を
一
層
荘
厳
に
し
て
い
る
。

室
原
に
於
い
て
も
昭
和
二
九
年
に
、
こ
の
雅
楽
の
同
好
者
が
で
き

て
室
原
楽
会
が
誕
生
し
た
、
そ
し
て
室
原
地
区
内
の
神
仏
の
儀
式
は

勿
論
の
こ
と
近
在
に
も
招
か
れ
て
、
雅
楽
を
奏
し
、
式
を
一
層
盛
大

に
し
、
今
で
は
公
の
儀
式
に
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ま
で
に
な
っ
た
。

現
在
の
構
成
員
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
人
名
順
不
同

鳳
笙
川
地
民
夫
・
川
地
治
一
・
川
地
徹
・
高
木
金
作
・
川
地
隆
嘉

篳
篥
大
矢
清
・
伊
藤
寛
冨
美
・
井
上
儀
一
・
川
地
良
治
・
川
地

摎
・
清
水
豊
・
川
地
常
夫

竜
笛
高
木
国
雄
・
長
沢
芳
夫
・
伊
藤
信
義
・
川
地
哲
雄
・
川
地

東
吉

室原楽会の人達（昭和53年）



附

正

誤

表

〇
七
頁
の
一
○
行
、
鳥
を
鶏

〇
一
二
頁
の
三
行
、
養
老
を
久
々
美
雄
彦

〇
一
三
頁
表
一
の
色
目
欄
の
末
尾
に
川
地
実
雄
を
入
れ
、
井
畑
欄
の
末
尾
に
川
地
文
吾
を
追
加
。

〇
三
五
頁
の
二
行
、
蘭
巷
は
菴

〇
三
七
頁
の
三
行
、
八
了
雅
の
八
は
ハ
。

〇
四
七
頁
の
九
行
、
○
は
湛
。
一
○
行
の
奄
は
菴

〇
一
二
四
頁
上
段
一
三
行
、
明
治
を
明
和

〇
一
四
四
頁
の
一
四
行
、
天
和
を
延
宝
。

〇
一
七
六
頁
の
一
二
行
、
北
蒲
を
北
浦
。

〇
一
七
八
頁
の
一
○
行
、
往
生
を
往
生

〇
一
九
七
頁
の
一
行
、
社
会
教
育
を
学
校
教
育
。

〇
二
○
○
頁
の
右
表
の
下
か
ら
二
段
目
3
0
を
2
6
。

〇
二
二
五
頁
の
一
二
行
、
三
十
四
年
川
地
宗
一
を
川
地
民
夫

〇
二
五
五
頁
、
高
田
宮
町
は
田
代
神
社
の
南
側
の
町
。

〇
二
六
五
頁
の
表
の
中
段
一
四
行
高
木
清
を
青
木
清
、
同
一
五
行
、
一
之
谷
嫩
軍
記
二
段
目
須
磨

の
浦
の
段
、
同
表
の
上
段
、
一
之
谷
嫩
軍
記
三
段
目
熊
谷
陣
屋
の
段
、
同
表
中
段
、
二
○
行
の

末
尾
に
田
中
兵
一
を
入
れ
る
。

〇
二
六
九
頁
の
二
行
、
室
暦
は
宝
暦
、
又
こ
の
春
圃
の
史
実
は
大
垣
市
史
に
誤
り
が
多
い
の
で
、

追
加
別
冊
を
見
て
下
さ
い
。



安福彦七著書

昭和49年室原の歴史

昭和51年 栗原山九十九坊
象尾山別所寺の歴史を尋ねて（レポート）

昭和53年福源寺の由緒と沿革（レポート）

昭和54年「室原の歴史」の追加別冊

昭
和
五
十
四
年
六
月
三
十
日
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刷

昭
和
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七
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